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菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

七多セ七多セ七多セ

菊市所 菊池市役所本庁舎
七支所 七城支所

七城多目的研修センター
七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。

制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp
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▼
家
庭
の
事
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で
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ろ
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ろ
あ
っ

た
今
林
で
す
。
お
祓
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よ
う
か

し
ら
。
手
遅
れ
か
し
ら
。
前
半
は

幽
霊
社
員
、
中
盤
は
秋
ま
つ
り
取

材
、
後
半
は
広
報
誌
作
成
な
10
月

が
終
わ
り
を
告
げ
、
11
月
も
ま
つ

り
が
め
じ
ろ
押
し
！
渓
谷
イ
ン
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タ
キ
ャ
ン
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ン
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加
し

て
ね
。
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ま
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ま
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ぞ
、

夜
の
残
業
と
口
内
炎
。　
　
今
林

▼
旭
志
小
の
笑
育
講
座
取
材
で
子

ど
も
達
の
「
変
化
」
に
驚
き
ま
し

た
。
始
め
は
教
室
に
不
安
感
が
渦

巻
い
て
い
ま
し
た
が
、
終
わ
り
頃

に
は
人
前
で
話
す
こ
と
の
コ
ツ
を

つ
か
ん
だ
の
か
、
笑
顔
で
大
き
な

声
が
出
て
積
極
的
に
発
表
。
テ
レ

ビ
局
取
材
の
中
で
し
た
が
、
芸
人

と
臆
せ
ず
堂
々
と
コ
ン
ビ
を
組
ん

で
い
ま
し
た
。
す
ご
い
。　
吉
良

▼
メ
ロ
ン
特
集
の
取
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で
は
、
多

く
の
農
家
か
ら
内
に
秘
め
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思
い

を
聞
き
ま
し
た
。
50
年
ほ
ど
前
の
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ー
ト
に
は
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一
日
ご
と
の
気
象

観
測
や
作
付
け
計
画
な
ど
が
手
書

き
で
び
っ
し
り
。
勉
強
熱
心
さ
に
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き
ま
し
た
。
い
ま
菊
池
で
お
い

し
い
メ
ロ
ン
を
食
べ
ら
れ
る
の
は
、

地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
の
お
か

げ
だ
と
実
感
。
感
謝
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す
。
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藤

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
10/28 10/29 10/30 10/31 11/１

●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
◆すくすく講座�
１０：３0～１１：３０児童セ

２ ３ 文化の日
◆泗水秋まつり
９：００～ 泗水孔子公園
◆第33回しすいコス
モスマラソン大会
９：４０スタート
泗水孔子公園

◆特別展「蒙古襲来絵
詞と竹崎季長」　
～12/17まで
９：３０～１７：１５
くまもと文学・歴史館

◆ KiCROSS１周年記
念講演会
１３：００～菊文館

４
◆ KiCROSS１周年記
念イベント
９：００～１６：００菊中公
◆菊人形・菊まつり
～18日まで
９：００～１７：００
菊池市民広場

５  ６ ７
●３歳児健診13：10～
13：30（受付）菊文館
■弁護士相談　
9：00～正午（要予約）
泗支所総務課
■行政無料相談
10：00～正午泗支所

８
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ
◆すくすく講座�
１０：３0～１１：３０児童セ

９
◆人権コンサート�　
19：00 ～ 20：30　
西部セ

10
◆冨田甚平シンポジウ
ム⑳　９：３０～七　公
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会の
おはなし会
11：00～泗　図

■山鹿市民医療 セン
ター市民公開講座�
10:00～　山鹿市民交
流センター

◆土地改良の詩・冨田
甚平　16：０5～17：20
テレビ熊本

■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

１１
◆狂犬病予防集合注
射� ９：00～ 菊市所 
七支所  
◆歯とお口の健康展�
９：00～　 菊池郡市歯
科医師会館
◆第13回菊池こころ
のネットワークフェア
1０：００～１４：３０　菊池
市福祉会館前特設会
場

12
●育児相談
9：30～10：30西部セ

13
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
■年金出張相談　
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課

14
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗支所
■看護師スキルアップ
研修in菊池
13:00～15：00菊中公
■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

15
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗支所
◆すくすく講座�
１０：３0～１１：３０児童セ

16
◆菊池米食味コンクール
１１：００～七城体育館

17
●古文書・古写真受け
入れ日
9:00～17：00菊中図
◆菊池有働病院秋まつ
り� 1０：00～
15：30 菊池有働病院
◆九州のお米食味コン
クールin菊池
1０：３0～七城体育館 
●旭志おはなし会
13：30～旭　図

■「西郷隆盛と菊池の
未来」特別講演会⑲　
13:０0～泗　ホ
●英語おはなし会
1４：０0～菊中図
●古典を楽しむ会
14：00～泗　図

18
◆菊池ライド2018�
８：00～旭支所
◆龍門ダムウォーキン
グ・龍門ふるさとまつ
り同時開催�
8：00～　竜門ダム
◆菊池市総合防災訓
練� ９：00～１２：００
菊之池小学校
◆狂犬病予防集合注
射� ９：00～ 旭支所
泗支所

19
◆クラウドファンディ
ング勉強会�
1３：３０～１７：００菊中公
◆議会報告会�
19：00～七　公

20
◆熊本県就職フェア 
13：00～１６：００　ホテ
ル日航熊本５階「天草」
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ
■男女共同参画専門
委員相談�　13：３0～
16：30（要予約）菊市所
男女共同参画推進課

21
■弁護士相談　
9：00～正午（要予約）
七多セ総務課
■行政無料相談
10：00～正午七多セ
■年金出張相談　
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課
■里親制度説明会�
19:00～菊中公
■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

22
●２歳６カ月歯科健診
13：10～13：3０受付）
菊文館
◆すくすく講座�
１０：３0～１１：３０児童セ
◆いい夫婦の日手絵
手紙表彰式　～12/2
１まで展示菊中公

23 勤労感謝の日
●おはなしの部屋
11：00～泗　図

24
◆開館１周年感謝祭⑲
9：00～17:0０菊中図
●しすいっ子童話会の
おはなし会
11：00～泗　図

■県子ども・若者総合
相談センター出張相
談会in菊池�
10：00～15：30
ハローワーク菊池

25
◆水源食の文化祭�
１２：00～１４：００　きく
ちふるさと水源交流館
■くまもと子ども・若
者よりそいシンポジウ
ム� 13:00～
くまもと県民交流館パ
レアホール

26 27
●育児相談
9：30～10：00西部セ
■年金出張相談　
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課
●七城おはなし会
1１：０0～七　図

28
■認知症介護家族のつ
どい�
１３：30～1６：00菊老福
◆きくち楽習大学�
８：５0～菊市所
■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

29
●３歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
◆すくすく講座�
１０：３0～１１：３０児童セ

30
◆女子ハンドボールア
ジア選手権� ～12/9
県立総合体育館ほか

12/1 
◆インターナショナル・
ファン・デイ（国際交流）
� １０：３０～
第2さくら幼楽園

■もの忘れ相談会�
１３：30～1６：00（要予
約）菊市所高齢支援課
◆フューチャーラボ
KIKUCHI
１９：００～２０：３０菊中図

12/2
◆雪野収穫まつり
９：00～１４：００
雪野公民館

12/3 12/4 12/5
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
旭　公総務課
■行政無料相談
10：00～正午旭　公

12/6
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

12/7 12/8
◆菊池市人権 フェス
ティバル
９：００～１２：３０菊文館

■無料人権相談
１０：00～１５：００菊中公
七多セ 旭憩家 泗支所
●３歳児健診13：10～
13：30（受付）菊文館
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Contents  ～ 今月号の掲載項目 ～

３ 菊池人  中尾るみさん

４
特集 菊池のメロンは今―
メロンの里のまもりびと

１０
１１

特別養護老人ホームつまごめ荘の民営化について
西郷南洲公園が開園

1２
1３

作文　プラチナ未来人財育成塾
作文　社会を明るくする運動

1４
１５

シリーズ日本遺産
国民年金情報

1６
健康だより
カラダを動かそう！
歯ッピーキッズ

１８
１９

文芸きくち
ＫｉＣＲＯＳＳだより

２０
２１

菊池の宝物／人権・同和教育シリーズ
わいふ一番館だより／交流の絆～姉妹友好都市通信
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ こんにちは金です

2２

～

２９

情報つう
▼お知らせ　九州産廃㈱の溶融キルン式焼却施設が閉鎖され
ます／農業就業奨励金 結婚祝い金を交付します／秋の狂犬病予
防集合注射／住生活総合調査にご協力ください／新環境工場建
設に伴う道路工事のお知らせ／熊本版図柄入りナンバープレート
交付開始／合志川橋架け替え工事による道路の一部通行止め／
1１月の税の納期限1１月3０日㈮／堆肥化処理施設での堆肥など
の適正管理について／国民健康保険人間ドッグの受付は11月30
日㈮まで／県立青少年の家を活用してみませんか／お詫びと訂
正／介護予防ミニ講座／健全化判断比率・資金不足比率（平成29
年度決算）を公表します
▼募集　米粉 DE 簡単！お菓子教室参加者募集／自宅で仕事を
したい障がい者を募集します／平成31年度看護学生募集／第
70回熊日菊池郡市マラソン大会参加者募集／アクティブハート
フィットネスに参加しませんか／シルバー人材センター会員募集
／シルバー人材センター樹木管理講習会参加者募集／菊池養生
園保健組合職員募集／きくち楽習大学菊池川流域の米作りを巡
る／保育所・認定子ども園入園児を募集します／泗水幼稚園園児
募集／平成30年度自衛官等募集／職業訓練コース
▼相談・講演講習　ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員
相談／県子ども・若者総合相談センター出張相談会in菊池／ハラ
スメント対応特別相談窓口を開設します／認知症介護家族のつど
い／もの忘れ相談会／くまもと子ども・若者よりそいシンポジウ
ム／55歳からのお仕事支援／第3回山鹿市民医療センター市民
公開講座／里親制度をご存知ですか里親制度説明会／食品適正
表示推進者講習会
▼イベント　議会報告会／菊池ライド2018開催！／未就学児の
ためのすくすく講座／クラウドファンディングの勉強会を開催／イ
ンターナショナル・ファン・デイ（国際交流会）／菊池市成人式／菊
池地域の直売所・観光施設でスタンプラリー／菊池有働病院秋ま
つり／第32回歯とお口の健康展／菊池市総合防災訓練／シンガー
ソングライター梅原司平さん人権コンサート／女子ハンドボール
アジア選手権が熊本で開催！

3０

３１

地域おこし協力隊通信／菊芋・ヤーコン収穫体験ツアー
／菊池渓谷インスタグラムキャンペーン
市民の広場

３２
３３

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

3４ TOPICS～まちの話題～

３８
３９

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙

９月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,115 人 －29
　 菊池：24,466 人 －10
　 七城： 5,315 人 －3
　 旭志： 4,562 人 －13
　 泗水：14,772 人 －3
男　性：23,523 人 －35
女　性：25,592 人 6
世　帯： 19,208 世帯 9

年齢別人口 
0～14歳 6,430 人 13%
15～64歳 26,942 人 55%
65歳以上 15,743 人 32%
自然増減 社会増減
出  生：24 転  入： 94
死  亡：42 転  出： 99

菊池の情報発信

１０月13日、国指定重要無形
民俗文化財である御松囃子
御能が奉納されました。南北
朝時代、菊

きく

池
ち

武
たけ

光
みつ

公が懐
かね

良
なが

親王のために正月の祝言とし
て始めたのがきっかけといわ
れ、約６７０年の時を経た今も
息づいています。表紙は御
松囃子御能保存会会長田

た

嶌
しま

晴
はる

雄
お

さんの息子、慎
しん

太
た

郎
ろう

さん。
由緒ある伝統芸能は脈々と
受け継がれています。

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

公式YouTubeチャンネル「癒しの里 菊池 Kikuchi city」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「kikuchicity」

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

市民の暮らしに必要な情報を掲載してい
る行政サイトと、菊池の魅力を発信してい
る観光サイトがあります。

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを紹介しています。

イベントや祭りのほか、プロモーションビ
デオや動画コンテストの作品など、さまざ
まな動画をアップしています。

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に確
認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見どこ
ろなど、写真で伝えたい菊池の魅力を紹介
しています。

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

※ QRコードの読み取りがうまくできない時は、上下のQRコードを隠して
再度読み取ってください。

公式ホームページ  https://www.city.kikuchi.lg.jp/

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

　透き通るような歌声。躍動する指
揮の姿。鍵盤に手を添えると、流れ
る指の動きとともにメロディが流れ出
す。ピアノ講師、コーラスの指導、自
身の歌唱ステージ。マルチな音楽家
として幅広く活動を展開する。
　母の姉妹は音楽教師とピアノ講師。
幼少時からピアノや歌を習うも「自然
の流れで習っていたので、まだ当時
は音楽の魅力に気が付かなくて」と
打ち明ける。転機は菊池高校１年の
初夏。放課後に流れてきた吹奏楽
部の素敵な音色に感動し、音に誘わ
れるように見学へ。そのまま勢いで
入部した。「途中入部だから空きパー
トは打楽器のパーカッションだけ。で
も、鍵盤以外の世界も思いのほか楽
しくて、音楽の奥深さと幅広さにの
めり込みました」。以来ピアノや歌に
も熱が入り、音楽漬けの毎日に。上
京して音大に進学。卒業後は東京ア
ナウンスアカデミーで技術を学んだ。
　一人っ子のため故郷に戻ろうと決
断し、実家でピアノ教室を開講。ア
ナウンス技術を生かし司会業も始め、
結婚式場や多くのイベントでマイク
を握った。「間違いが許されない現
場で揉まれ、本当に成長できた。音
楽以外の世界に携わり、視野も広が
りました」
　ソロやユニットで舞台に立つほか、
コーラスグループを立ち上げ指導を
したり、旭志小・中学校で太鼓を教
えたりするなど、自らの経験を還元
している。「子どもたちの笑顔が一
番の喜び。多くの子が音楽を好きに
なってくれたら」。これからも菊池の
音楽シーンを彩り続ける。

31 2

Profile　なかお・るみ
昭和31年12月３日生まれ。
東邦音楽大学を卒業後、司
会業や音楽関係の仕事で
幅広く活躍。ピアノ教室で
は今までに約１０００人を教
え、結婚式場の司会業では
約１３００組のカップルを送
り出した。趣味は映画鑑賞。
特技はＵＦＯキャッチャー。
旭志・伊坂区在住。61歳。

舞台で演じるカルメンは、笑
いも交えて観客の心をつかむ

音楽家

中尾 るみさん

1_コーラスグループ「コールヴィーナス」を指揮で引っ張る 2_舞台の上で大太鼓を打
つ勇壮な姿 3_ピアノ教室で丁寧な指導。「技術を伝えるだけでなく、子どもの悩み相
談を受けることもあります。カウンセラーのような存在ですね」

音
楽
の
あ
る
人
生
は

本
当
に
幸
せ
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め
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
日
本
に
と
っ

て
メ
ロ
ン
は
と
て
も
珍
し
い
も
の
。

有
働
氏
の
ほ
か
に
栽
培
を
す
る
者
は

現
れ
ず
、
他
の
農
家
と
メ
ロ
ン
の
関

わ
り
は
、
変
種
で
あ
る
マ
ク
ワ
ウ
リ

を
栽
培
す
る
程
度
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

地
域
で
次
々
と
栽
培
が
普
及

肥
後
グ
リ
ー
ン
誕
生
で
飛
躍

　
転
機
は
昭
和
38
年
。
七
城
町
山
崎

に
住
む
秋あ

き

岡お
か

勉つ
と
む

氏
が
、
懇
意
に
し
て

い
た
熊
本
市
の
種
苗
業
者
か
ら
メ
ロ

ン
の
栽
培
を
勧
め
ら
れ
、
種
を
持
ち

帰
り
ま
す
。
秋
岡
氏
を
中
心
に
農
家

16
歳
の
少
年
が

メ
ロ
ン
技
術
を
持
ち
帰
る

　
菊
池
市
に
お
け
る
メ
ロ
ン
の
歴
史

は
昭
和
７
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
砦

村
在
住
（
現
七
城
町
岡
田
）
で
当
時

15
歳
だ
っ
た
有う

働ど
う

貫か
ん

一い
ち

氏
は
、
農
業

を
学
ぶ
た
め
愛
知
県
の
清
洲
園
芸
試

験
場
中
京
農
場
で
研
究
生
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
高
等
園
芸
の
権
威
者

か
ら
メ
ロ
ン
の
栽
培
方
法
を
学
び
、

16
歳
に
な
っ
た
翌
年
に
修
了
。
実
家

の
近
く
に
ガ
ラ
ス
張
り
の
小
さ
な
温

室
を
建
て
、
棚
上
栽
培
で
青
肉
の

ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
と
赤
肉
の
サ
ッ
ト

ン
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
メ
ロ
ン
を
育
て
始

七城が“メロンの里”と
呼ばれるまでー
菊池は県下有数のメロン生産地。合併前の菊池市や旧
泗水町でも栽培は行われていますが、歴史を牽引してき
たのは旧七城町です。その歩みを振り返ります。16歳で七城に先端技術を

持ち帰った有
う

働
どう

貫
かん

一
いち

氏

メロンの出荷組合を結成

　最先端の技術を学んだ有働氏ですが、
残念ながら地域でメロンの栽培は普及し
ませんでした。当時のメロンは超がつく
ほどの高級品。まだ馴染みのある食べ物
とは言い難く、農家が商売のために栽培
を始める土壌は整っていなかったようです。

　山崎区で結成２年目から組合員だった
緒

お

方
がた

正
まさ

俊
とし

さんは「栽培は大変だけど、上
手くいくとメロン御殿が建つ。景気の良
い時代でした」と振り返ります。緒方さん
は病気をきっかけに出荷を辞めましたが、
今でも個人で消費する分だけメロンを作
り続けています。「孫や友達が喜んで食
べてくれるし、何よりも楽しい。メロンの

発展とともに生き
ることができました。
いい思い出です」

県下初となるガラス温室でメロン
とともに立つ有働貫一氏

七城で農業の指導を続けた秋
あき

岡
おか

勉
つとむ

さん㊨と妻のスミ子
こ

さん㊧

緒
お

方
がた

正
まさ

俊
とし

さん
（山崎）

元メロン農家

ハ
ウ
ス
に
入
る
と
、一
面
に
広
が
る

甘
い
香
り
。「
あ
と
一
週
間
で
収

穫
だ
よ
」。
七
城
町
山
崎
で
メ
ロ
ン

農
家
を
営
む
緒お

方が
た

重し
げ

夫お

さ
ん
・
妙た

え

子こ

さ
ん
夫
妻
は
目
を
細
め
ま
す
。

メ
ロ
ン
は
菊
池
が
誇
る
特
産
品
。

し
か
し
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
地
区

で
も
、メ
ロ
ン
農
家
は
う
ち
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
…
」

生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
問
題
、

収
穫
量
の
減
少
―
。
メ
ロ
ン
を
取

り
巻
く
状
況
を
追
い
ま
し
た
。

６
件
が
栽
培
を
開
始
。
山
崎
出
荷
組

合
を
結
成
し
、
県
内
で
初
め
て
プ
リ

ン
ス
メ
ロ
ン
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
山
崎
区
の
取
り
組
み
や
秋
岡
氏
の

指
導
も
あ
っ
て
、
昭
和
40
年
代
初
期

に
は
次
々
と
周
辺
地
域
に
栽
培
が
普

及
。
こ
の
頃
か
ら
県
内
で
は
「
メ
ロ

ン
と
言
え
ば
七
城
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
県
外
で
の
販
路
が
軌
道

に
乗
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成
元
年
に
新
品
種
の
肥

後
グ
リ
ー
ン
が
商
業
的
に
成
功
を
納

め
、
知
名
度
が
向
上
。
平
成
７
年
に

は
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
が
開
業
し
、

今
で
は
七
城
と
い
え
ば
メ
ロ
ン
の
イ

メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

50年以上にわたりメロンを作り
続けている緒方夫妻。収穫した
メロンはJA菊池に出荷している
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設
備
費
の
高
騰
に
栽
培
の
難
し
さ

挑
戦
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル

　
メ
ロ
ン
栽
培
を
新
た
に
始
め
る
に

は
膨
大
な
設
備
投
資
が
必
要
で
す
。

原
油
高
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
建
設

資
材
代
は
も
ち
ろ
ん
、
空
調
の
燃
料

代
も
高
騰
。
肥
料
も
値
上
が
り
し
、

栽
培
技
術
や
設
備
の
継
承
が
な
い
と
、

簡
単
に
始
め
ら
れ
る
作
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
近
年
の
新
規
就
農
者
は
ゼ

ロ
の
状
態
が
続
き
、
新
た
な
就
農
に

は
現
実
的
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
立
ち

は
だ
か
り
ま
す
。

　
生
産
者
か
ら
は
「
病
気
に
弱
く
て

繊
細
」「
連
作
で
き
な
い
」「
台
風
が

来
た
ら
大
損
害
」「
重
い
メ
ロ
ン
を

運
ぶ
の
は
大
変
」
と
い
っ
た
声
も
。

農
家
に
は
国
や
県
か
ら
の
支
援
金
が

あ
る
も
の
の
、
市
や
農
協
で
は
制
度

上
、
メ
ロ
ン
に
特
化
し
た
補
助
を
作

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

農
家
も
生
産
量
も
年
々
減
少

新
規
就
農
も
ゼ
ロ

　
本
市
に
お
け
る
メ
ロ
ン
組
合
の
発

祥
と
な
っ
た
山
崎
区
。
最
盛
期
は
約

20
件
の
メ
ロ
ン
農
家
が
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
緒お

方が
た

重し
げ

夫お

さ
ん
夫
妻
が
残
る

の
み
で
す
。「
う
ち
が
辞
め
た
ら
山

崎
か
ら
メ
ロ
ン
農
家
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
」
と
重
夫
さ
ん
は
寂
し
そ

う
な
表
情
に
。妻
の
妙た

え

子こ

さ
ん
は「
跡

継
ぎ
は
い
ま
せ
ん
。
時
代
の
流
れ
で

す
ね
」
と
息
を
吐
き
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

熊
本
県
内
の
メ
ロ
ン
収
穫
量
は
平
成

19
年
度
は
３
万
２
７
０
０
㌧
で
し
た

が
、
平
成
29
年
度
に
は
２
万
２
０
０

㌧
ま
で
減
少
。
Ｊ
Ａ
菊
池
で
広
域
指

導
員
と
し
て
メ
ロ
ン
を
担
当
し
て
い

る
岩い

わ

根ね

正ま
さ

孝た
か

さ
ん
は
「
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
加
え
、
新
規
就
農
者
も

い
ま
せ
ん
」
と
現
状
を
説
明
し
ま
す
。

あ
る
農
家
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
菊
池

か
ら
メ
ロ
ン
が
消
え
て
し
ま
う
」
と

危
機
感
を
募
ら
せ
ま
す
。

メ
ロ
ン
ド
ー
ム
誕
生
は

販
売
の
起
爆
剤
に

　
メ
ロ
ン
型
の
屋
根
が
目
を
引
く
道

の
駅
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
。
手
塩
に

か
け
て
育
て
た
商
品
が
ズ
ラ
リ
と
並

び
、
生
産
者
が
店
頭
で
対
面
販
売
す

る
姿
は
収
穫
期
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
11
年
4
月
に
は
「
糖

度
測
定
機
光
セ
ン
サ
ー
」
を
導
入
し
、

味
覚
だ
け
で
な
く
目
に
見
え
る
形
で

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
各
農
家
は
多
く

の
固
定
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
係
長
の
徳と

く

永な
が

亮り
ょ
う

太た

さ
ん
は

「
お
気
に
入
り
の
生
産
者
の
メ
ロ
ン

を
買
う
た
め
に
、
遠
方
か
ら
足
を
運

ん
で
く
れ
る
常
連
さ
ん
も
い
ま
す
」

と
説
明
。
ゼ
リ
ー
や
パ
ン
、
カ
レ
ー

「
メ
ロ
ン
が
店
か
ら
消
え
て
し
ま
う
か
も
…
」

贈
答
品
や
お
祝
い
の
日
を
彩
る
一
品
と
し
て
、根
強
い
人
気
を
誇
る
メ
ロ
ン
。
し
か
し
、明

る
い
話
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
産
や
販
売
に
関
わ
る
人
た
ち
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

で
今
年
９
月
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
菊
池
の
岩
根
さ
ん
は
「
熊
本
産

メ
ロ
ン
の
需
要
や
価
値
を
高
め
る
た

め
、
県
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
案

も
出
て
い
ま
す
」
と
明
か
し
ま
す
。

　
市
は
メ
ロ
ン
や
ゼ
リ
ー
な
ど
を
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
用
意

し
、
市
外
に
も
味
覚
を
届
け
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
メ
ロ
ン
に
１
９
２
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
う
ち
１
９
０

件
が
県
外
か
ら
の
納
税
で
し
た
。

　
独
自
路
線
で
販
路
を
開
拓

直
販
で
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功

　
約
45
年
前
か
ら
キ
ン
シ
ョ
ー
メ
ロ

な
ど
メ
ロ
ン
を
使
っ
た
商
品
も
開
発

し
て
お
り
、
加
工
係
長
の
緒お

方が
た

洋よ
う

平へ
い

さ
ん
は
「
安
価
で
日
持
ち
す
る
加
工

品
な
ら
気
軽
に
お
土
産
で
買
っ
て
く

れ
ま
す
。
メ
ロ
ン
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
伝
え
ら
れ
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

新
商
品
や
ふ
る
さ
と
納
税

市
や
農
協
も
新
た
な
展
開

　
Ｊ
Ａ
菊
池
で
は
加
入
者
の
メ
ロ
ン

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
販
売
先
が

確
保
さ
れ
る
た
め
安
定
収
入
が
見
込

め
る
ほ
か
、
営
農
指
導
を
受
け
ら
れ

る
利
点
も
。
加
工
品
は
メ
ロ
ン
ゼ

リ
ー
を
開
発
し
、
き
く
ち
の
ま
ん
ま

ン
を
栽
培
し
て

い
る
板
井
園
芸

組
合
は
、
生
産

者
12
組
が
所
属
。

Ｊ
Ａ
や
メ
ロ
ン

ド
ー
ム
に
は
卸

さ
ず
、
集
荷
場
で
の
直
販
や
、
大
阪

や
名
古
屋
な
ど
都
市
部
の
市
場
に
出

荷
し
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
高た

か

野の

和か
ず

義よ
し

組
合
長（
梶
迫
）は「
毎

年
馴
染
み
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ

る
か
ら
う
れ
し
い
よ
。
自
分
た
ち
で

運
営
す
る
の
は
大
変
だ
け
ど
、
や
り

が
い
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

お
客
さ
ん
の
顔
を
見
て
販
売
し
て
い

き
た
い
」
と
笑
み
を
見
せ
ま
す
。

「肥後グリーン」の誕生

七城メロンドームがオープン

ゴロンと入った
大きな果実

メロン１００％の
贅沢な生ジュース

　果皮や果肉の濃い緑色が特徴的。英
語に地名を冠して「肥後グリーン」と命名
されました。昭和61年に奈良県で開発。
その後、熊本県で普及し命名され、県の
代表的な品種として定着しています。

メロンドームの対面販売。生産者と会話し試食
した上で、納得してメロンを購入できる　

赤肉のメロンをたっ
ぷり使ったゼリーで
す。食感を楽しんで。

メロンをそのまま食べ
ているよう！口の中に
甘い香りが広がります。

注文を受けてから、
凍らせたメロンの果
肉と生ジュースをミ
キサーにかけます。
販売期間は４月末～
12月頃まで。

ネット系青肉メロンで甘みが強い

メロン型の大きな３つの屋根が特徴

メロンドームの選果
場にある糖度測定機
光センサー

　ユニークな外観のメロンドームは、も
ともと七城町特産品センターとしてオー
プンしました。その後、平成11年に道の
駅として登録。地元はもちろん、県内外
からも多くの来客があり、“七城がメロン
の町”と広く発信することに成功しました。 キンショーメロン

緒
お

方
がた

和
かず

子
こ

さん（穴川） 窪
くぼ

田
た

成
なる

美
み

さん（大琳寺）

きくちのまんま菊池店 道の駅七城メロンドーム

JA菊池 きくちのまんま 道の駅七城メロンドーム

熊本メロンゼリー 生ジュース メロンメロン

道の駅七城メロンドー
ムときくちのまんま菊
池店のおすすめ商品
を紹介します。

甘くて、おいしい！

メロンを使った
おすすめの逸品

メロンの里のまもりびと特 集
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ス
メ
ロ
ン
を
育
て
て
い
ま
す
。
肥
後

グ
リ
ー
ン
と
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
は
メ

ロ
ン
ド
ー
ム
に
出
荷
。
対
面
販
売
は

香
織
さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
キ
ン
シ
ョ
ー
メ
ロ
ン
は

板
井
園
芸
組
合
に
所
属
し
て
生
産
。

組
合
の
も
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

販
売
所
の
直
販
で
全
国
に
味
覚
を
届

け
て
い
ま
す
。「
メ
ロ
ン
作
り
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
大
切
。
頑
張
れ
ば
結
果

は
つ
い
て
く
る
。
自
信
を
持
っ
て

作
っ
た
商
品
を
『
お
い
し
か
っ
た
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
本
当
に
う
れ

し
い
。
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」。

　
後
継
者
不
足
に
悩
む
メ
ロ
ン
の
現

状
。「
今
は
父
の
世
代
も
現
役
だ
し
、

問
題
は
見
え
に
く
い
で
し
ょ
う
。
で

も
、
こ
の
ま
ま
だ
と
20
年
後
は
メ
ロ

ン
農
家
が
数
え
る
ほ
ど
に
減
っ
て
し

ま
う
」
と
、
直
紀
さ
ん
は
後
継
者
育

成
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

り
、
メ
ロ
ン
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
仕
事
の
や
り
方
を
め
ぐ
っ
て
父
と

は
よ
く
ケ
ン
カ
し
ま
す
」
と
直
紀
さ

ん
。
伸
二
さ
ん
も
「
良
い
商
品
を
作

る
た
め
、
良
か
れ
と
思
っ
て
意
見
を

ぶ
つ
け
合
っ
て
い
る
。
で
も
、
後
に

は
引
き
ず
り
ま
せ
ん
よ
。
仕
事
も
ケ

ン
カ
も
メ
リ
ハ
リ
が
大
事
で
す
ね
」

と
笑
い
ま
す
。

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
」

　
守
塚
さ
ん
一
家
は
春
か
ら
初
夏
に

か
け
て
キ
ン
シ
ョ
ー
メ
ロ
ン
と
肥
後

グ
リ
ー
ン
を
生
産
。
秋
に
は
ア
ー
ル

一
家
で
取
り
組
む
メ
ロ
ン
作
り

　
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
漠
然
と
継
ご

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
家

業
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
」。丸
々

と
実
っ
た
収
穫
前
の
メ
ロ
ン
を
前
に
、

息
子
の
直な

お

紀き

さ
ん
は
語
り
ま
す
。父・

伸し
ん

二じ

さ
ん
、
母・ま
ゆ
み
さ
ん
、
妻・

香か

織お
り

さ
ん
の
４
人
で
取
り
組
む
メ
ロ

ン
作
り
。
伸
二
さ
ん
は
「
息
子
と
一

緒
に
仕
事
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と

頬
を
緩
め
ま
す
。

　
守
塚
家
は
祖
父
の
故
・
國く

に

臣お
み

さ
ん

が
メ
ロ
ン
の
栽
培
を
開
始
。
伸
二
さ

ん
は
「
私
の
時
代
は
家
業
を
継
ぐ
の

は
普
通
だ
っ
た
け
れ
ど
、
現
代
は
仕

事
の
選
択
肢
も
多
い
。
安
定
し
た
職

を
求
め
て
勤
め
に
出
る
人
が
い
る
の

は
理
解
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
直
紀
さ
ん
は
農
業
大
学
校
で
学
び
、

20
歳
で
就
農
。
以
来
約
10
年
に
わ
た

「
家
業
を
守
り
た
い
―
」

後
継
者
不
足
や
生
産
量
低
下
に
悩
む
メ
ロ
ン
で
す
が
、
新
た
な
光
も

あ
り
ま
す
。
家
族
で
メ
ロ
ン
作
り
を
し
て
い
る
守も

り

塚つ
か

さ
ん
一
家（
梶
迫
）。

家
業
へ
の
思
い
や
、や
り
が
い
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

守
もり

塚
つか

直
なお

紀
き

さん
（梶迫）

守
もり

塚
つか

伸
しん

二
じ

さん
（梶迫）

「
甘
く
て
お
い
し
い
！
」

「
も
っ
と
食
べ
た
い
！ 

お
か
わ
り
ー
！
」

　
メ
ロ
ン
を
前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

は
じ
け
ま
す
。

　
メ
ロ
ン
に
情
熱
を
注
ぎ
続
け
る
農
家
の
人

た
ち
は
大
勢
い
ま
す
。
技
術
や
経
験
、
先
人

の
思
い
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
菊
池
の
メ
ロ
ン

作
り
。
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
続
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
食
べ
た
人
の
喜
ぶ
顔
が
、
い
つ
ま
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
―
。

菊
池
の
メ
ロ
ン
で
喜
ぶ
顔
を

祖父がメロン農家の３兄妹。楳
うめ

田
だ

葵
あお

翔
と

くん㊥、
柚
ゆず

葵
き

ちゃん㊧、樹
いつ

葵
き

ちゃん㊨（薬師）

【問い合わせ先】
菊池まるごと市場
☎0968（25）7777
Ⓗ https://www.kikuchi-marugoto.jp

アールスメロンは11月下旬頃まで取
り扱って い ます。
他にも季節ごとに
旬な農産物や加工
品など、菊池の魅
力が詰まった商品
を販売中です。

QRコード↓

菊池まるごと市場 検 索

インターネットで
購入できます

メロンの里のまもりびと特 集

9 82018 November広報きくち2018 November広報きくち



■つまごめ荘 位置図

　

昭
和
50
年
5
月
に
旧
菊
池
市
、

七
城
町
、
旭
志
村
、
泗
水
町
で
構

成
す
る
一
部
事
務
組
合
「
菊
池
広

域
行
政
事
務
組
合
」
に
よ
り
、
入

所
定
員
80
名
で
事
業
を
開
始
。
そ

の
後
、
通
所
介
護
事
業
所
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
や
短
期
入

所
生
活
介
護
事
業
所
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
を
併
設
し
、
入
所
定
員

を
１
２
０
人
に
増
や
し
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
た

平
成
12
年
度
は
県
内
に
１
０
１
施

設
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
民
間
資
本
の
参
入
で
、
平
成

28
年
度
に
は
２
１
５
施
設
に
増
え

て
い
ま
す
。
公
設
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
当
初
６
施
設
で
し
た

が
、
南
関
町
の
延
寿
荘
が
民
営
化

さ
れ
、
現
在
は
5
施
設
（
つ
ま
ご

め
荘
が
広
域
型
と
地
域
密
着
型
で

2
施
設
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民

営
化
さ
れ
た
延
寿
荘
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
面
・
経
理
面
な
ど
も
問
題
な

く
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
入
所
に
つ
い
て
は
、
県
お
よ
び

本
市
で
も
同
様
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
取
扱
指
針
に
よ
り
、

公
平
性
と
透
明
性
を
確
保
し
、
公

設
・
私
設
に
関
わ
ら
ず
入
所
の
必

要
性
が
高
い
人
の
円
滑
な
入
所
に

つ
な
が
る
運
営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
従
前
よ
り
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
が
進
み
、

社
会
福
祉
法
人
へ
の
移
行
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
つ
ま
ご
め
荘
も
「
民
間
に
で
き

る
も
の
は
民
間
に
」
と
い
う
行
政

改
革
の
考
え
方
を
基
に
平
成
18
年

か
ら
民
営
化
を
検
討
。
本
市
の
現

状
と
し
て
も
多
く
の
社
会
福
祉
法

人
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
運

営
し
、
良
好
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
営
化
の
検
討
結
果
と
「
菊
池

市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
の
答
申
を
基
に
、

菊
池
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ

ま
ご
め
荘
民
営
化
基
本
方
針（
案
）

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓

口
な
ど
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
い
、
意
見
を
募
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
2
月
に
「
菊
池
市

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め

荘
民
営
化
基
本
方
針
」
で
民
営
化

を
決
定
。
実
施
時
期
は
２
０
２
０

年
４
月
１
日
を
目
途
と
し
、
8
月

に
は
「
菊
池
市
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
民
営
化
実
施

計
画
書
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
付
属
機
関
「
菊
池
市
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
移

譲
法
人
選
定
委
員
会
」
の
調
査
・

審
議
結
果
を
基
に
移
譲
先
法
人
を

決
定
し
、
十
分
な
引
き
継
ぎ
期
間

を
設
け
、
民
営
化
を
進
め
ま
す
。

　

つ
ま
ご
め
荘
が
こ
れ
ま
で
通

り
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
高
齢
者
福
祉
へ
寄
与
す
る
施

設
と
し
て
存
続
す
る
よ
う
慎
重
に

民
営
化
を
進
め
ま
す
。
進
捗
状
況

は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

高齢者を対象とした介護保険サービスを提供する施設

● 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 【定員 】102人（※）

●地域密着型介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
　【定員 】18人（※）

● 通所介護事業（デイサービス） 【定員 】30人
● 短期入所生活介護事業（ショートステイ） 【定員 】14人
※ 介護保険の要介護3～5の人が原則対象となります。

特別養護老人ホーム
つまごめ荘の民営化について
つまごめ荘について行政改革の視点から、さまざまな検討を行ってきました。
これまで検討したことや民営化の方針などをお知らせいたします。

つ
ま
ご
め
荘
の
成
り
立
ち

県
内
の
施
設
運
営
状
況

民
営
化
の
検
討
と
決
定

民
営
化
に
向
け
て

ホームページ
QRコード

警察署

菊池川

菊池
市役所

菊池
プラザ

マクドナルド

↓至大津町

至菊池渓谷
→

←至七城

至
山
鹿
市
↓

戸崎小

つまごめ荘開園式で自らとった記念碑の拓本
を披露する地域おこし協力隊の岩

いわ

本
もと

晃
あき

彦
ひこ

さん㊨

開園式に駆け付けた地区の子どもたち
と松

まつ
岡
おか

政
まさ

明
あき

区長（後列㊧）、江
え

頭
がしら

実
みのる

市長
（後列㊨）

「西郷南洲先生祖先発祥の地」の記念碑▶

　
平
成
22
年
に
砂
田
地
区
の
要
望

を
受
け
、
増
永
城
址
と
一
体
的
な

公
園
づ
く
り
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
園
の
名
称
は
、
西
郷
隆
盛
公

の
祖
先
発
祥
の
地
で
あ
る
と
の
強

い
思
い
か
ら
「
西
郷
南
洲
公
園
」

と
命
名
。
芝
生
広
場
や
徳と

く

富と
み

蘇そ

峰ほ
う

の
筆
に
よ
る
「
西
郷
南
洲
先
生
祖

先
発
祥
の
地
」
の
記
念
碑
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
園
路
、
大
型
バ
ス
も

停
め
ら
れ
る
駐
車
場
、
ト
イ
レ
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
と
友
好
都
市
の
奄

美
大
島
の
龍た

つ

郷ご
う

町
か
ら
贈
呈
さ
れ

た
寒か

ん

緋ひ

桜ざ
く
らが
移
植
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
郷
区
の
松ま

つ

岡お
か

政ま
さ

明あ
き

区
長
は

「
こ
の
地
が
西
郷
隆
盛
と
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
広
め
る
機

会
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
、

多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
交
流
の
場
に
な
れ
ば
」
と
思

い
を
語
り
ま
し
た
。
公
園
の
完
成

に
尽
力
し
た
古ふ

る

田た

直な
お

廣ひ
ろ

さ
ん
（
西

郷
）
は
「
完
成
は
関
係
機
関
に
協

力
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
。
そ
し

て
、
西
郷
区
民
が
一
致
団
結
し
て

作
業
を
行
っ
て
き
た
か
ら
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。

西
さい

郷
ごう

南
なん

洲
しゅう

公園が開園
西郷隆盛の命日に当たる9月24日、七城町西郷区に

「西郷南洲公園」が開園しました。今年は明治維新
150年という節目の年。今後、地域の観光文化交流
拠点として期待されます。

西
郷
隆
盛
公
の
祖
先
発
祥
の
地

　
西
郷
隆
盛
は
龍
郷
町
で
潜
居
生

活
を
送
っ
て
い
た
際
、「
菊き

く

池ち

源げ
ん

吾ご

」
と
名
乗
り
、
子
ど
も
達
に
も

「
菊
」
の
字
を
付
け
ま
し
た
。
自

分
が
「
菊
池
一
族
」
の
後
裔
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
て
の
こ
と
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
西
郷
家
は
菊
池

氏
初
代
則の

り

隆た
か

の
子
・
政ま

さ

隆た
か

が
、
七

城
町
西
郷
区
に
居
を
構
え
、
西さ

い

郷ご
う

太た

郎ろ
う

と
称
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
西
郷
家
26
代
の
昌ま

さ

隆た
か

が
元

禄
時
代
に
鹿
児
島
の
島
津
氏
に
仕

え
、
鹿
児
島
に
移
住
。
そ
の
子
孫

が
西
郷
隆
盛
で
、
初
代
西
郷
家
か

ら
32
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
「
菊
池
源
吾
に
学
ぶ
会
」
の
園そ

の

木き

洋よ
う

二じ

会
長
（
間
所
）
は
「
無
私

無
欲
を
貫
い
た
西
郷
の
人
柄
は
現

代
も
多
く
の
方
に
慕
わ
れ
て
い
る
。

西
郷
の
ル
ー
ツ
の
地
に
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

吾
が
源
、菊
池
に
あ
り

　
公
園
の
開
園
に
あ
た
り
、
西
郷

隆
盛
の
子
・
菊き

く

次じ

郎ろ
う

の
ひ
孫
に
あ

た
る
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

文ふ
み

さ
ん
か
ら
「
西
郷

家
が
菊
池
一
族
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
西
郷
隆
盛
も
こ
の
こ
と
に

大
変
な
誇
り
を
持
っ
て
幕
末
維
新

を
駆
け
抜
け
、
日
本
史
上
稀
に
み

る
明
治
維
新
と
い
う
大
改
革
を
成

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
西
郷
の
心
の
中
に
そ
の
菊

池
の
血
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
と

い
う
誇
り
と
自
信
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
」
と
祝
辞
の
言
葉

が
届
き
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
で
西
郷
隆
盛
に
注
目
が
集
ま

る
中
、
隆
盛
の
ル
ー
ツ
が
菊
池
市

で
あ
り
、
し
か
も
菊
池
一
族
の
家

系
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
案
外
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
意
外
に
も
身

近
な
と
こ
ろ
で
菊
池
と
西
郷
隆
盛

は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
わ
い
ふ
一
番
館
で
は
「
西
郷
ど

ん
と
菊
池
一
族
Ｖ
ｅ
ｒ
．２
～
そ

の
家
族
、
そ
の
教
え
～
」
と
題
し
、

企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
隆

盛
が
龍
郷
町
で
島
役
人
に
宛
て
た

手
紙
の
レ
プ
リ
カ
の
展
示
や
沖
永

良
部
で
隆
盛
を
支
え
た
島
役
人
土つ

ち

持も
ち

政ま
さ

照て
る

の
横
顔
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
公
園
に
足
を
運
ん
で

「
西
郷
ど
ん
」
の
ル
ー
ツ
に
想
い

を
馳
せ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「
西せ

郷ご

ど
ん
」で
注
目

西郷区に残る家系図
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高校生の部最優秀作文

菊池農業高校２年　斉
さい

藤
とう

好
この

伽
か

さん

菊池の特産品を広めるために

社会を明るくする運動

　

私
は
昨
年
度
、「
え
こ
め
牛
う
ま
か
モ
ン

料
理
甲
子
園
」
に
チ
ー
ム
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
菊
池
の
お
米
を
食
べ

て
育
っ
た
“
え
こ
め
牛
”
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

を
考
え
、
調
理
し
て
競
い
合
う
こ
の
大
会
で

私
達
は
「
キ
ン
ピ
ラ
ッ
プ
ル
コ
ギ
」
と
い
う

タ
コ
ラ
イ
ス
風
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
作
り

ま
し
た
。
先
生
方
に
味
見
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
何
度
も
試
行
錯
誤
し
た
甲
斐
あ
っ
て
、

本
番
で
は
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
と
県
知
事
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の

大
会
に
出
場
し
た
こ
と
で
気
付
い
た
点
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
菊
池
の
特
産
品
を
知
る

人
が
少
な
い
！
と
い
う
こ
と
で
す
。
え
こ
め

牛
、
水
田
ご
ぼ
う
、
ヤ
ー
コ
ン
は
実
際
に
レ

シ
ピ
に
入
れ
た
食
材
で
す
が
、
私
の
周
り
の

友
達
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
現
状
に
、
私
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
だ
ろ
う
と
疑

問
に
思
い
、
私
は
水
田
ご
ぼ
う
を
出
荷
し
て

い
る
農
家
さ
ん
と
、
菊
池
市
重
味
で
民
泊
を

し
て
い
る
親
戚
の
と
こ
ろ
へ
話
を
聞
き
に
行

き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
共
通
し
て
「
特
産
品

は
地
元
で
は
生
か
さ
れ
ず
、
県
外
へ
流
れ
て

い
っ
て
し
ま
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
水
田
ご
ぼ
う
は
農
協
へ
出
荷
す
る
と
、

関
東
、
関
西
な
ど
の
大
都
市
に
配
送
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
地
元
に
は
ほ
と
ん
ど

残
ら
ず
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
出
回
り
ま
せ
ん
。

私
も
大
会
の
買
い
出
し
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ

行
き
ま
し
た
が
、
水
田
ご
ぼ
う
は
物
産
館
に

し
か
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国
へ

売
り
出
す
の
も
確
か
に
大
切
で
す
が
、
身
近

な
は
ず
の
県
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。

　

民
泊
し
て
い
る
親
戚
は
、
県
外
か
ら
来
ら

れ
た
旅
行
者
の
人
に
、

「
料
理
に
ヤ
ー
コ
ン
や
水
田
ご
ぼ
う
は
入
っ

て
い
な
い
の
？
」

と
指
摘
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
地
元
の

人
に
ヤ
ー
コ
ン
の
天
ぷ
ら
を
出
す
と
、

「
初
め
て
食
べ
た
！
」

と
言
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
県
外
の
人
に
特

産
品
の
美
味
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
と
い
う
現

状
は
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
県
民
だ
か
ら

こ
そ
食
べ
て
、
そ
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
！
そ
う
私
は
思
い
ま
し
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
近
く
に
ヤ
ー
コ
ン
や
水
田

ご
ぼ
う
を
扱
っ
て
い
る
料
理
店
は
な
か
な
か

あ
り
ま
せ
ん
。
特
産
品
に
限
ら
ず
、
近
く
に

は
美
味
し
い
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、

な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
輸
入
に
頼
り
、
地
産
地
消
を

し
な
い
の
で
し
ょ
う
。
地
域
で
採
れ
た
も
の

を
買
い
、
料
理
し
て
食
べ
る
の
が
、
食
文
化

の
あ
り
方
と
し
て
一
番
の
幸
せ
な
形
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
自
ら
動
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

近
年
、
簡
単
な
料
理
ば
か
り
を
作
る
人
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
済
ま
せ
る
人
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
和
食
か
ら
離
れ
て
い
る
人
も
増

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特

産
品
な
ど
は
和
食
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の

で
、
作
る
の
が
め
ん
ど
く
さ
い
と
思
う
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
、
特

産
品
は
簡
単
に
調
理
で
き
て
美
味
し
い
、
と

い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

具
体
的
に
は
、
今
回
の
料
理
甲
子
園
で
の

経
験
や
知
識
を
活
か
し
、
菊
池
の
特
産
品
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
を
ネ
ッ
ト
上
の
レ
シ
ピ
サ
イ

ト
に
投
稿
し
ま
す
。
ま
た
、
菊
農
フ
ェ
ス
タ

の
食
バ
ザ
ー
で
、
私
た
ち
が
考
え
調
理
し
た

商
品
を
販
売
し
た
い
で
す
。
そ
の
と
き
、
食

材
の
説
明
や
レ
シ
ピ
を
添
え
る
こ
と
で
、
食

材
が
美
味
し
い
と
い
う
事
実
だ
け
で
な
く
、

認
知
度
が
上
が
り
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
特
産
品
の
美
味
し
さ
に
気
付
い
て
く
れ
る

人
、｢

買
っ
て
み
よ
う｣

と
思
う
人
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
年
も
え
こ

め
牛
う
ま
か
モ
ン
料
理
甲
子
園
に
参
加
し
、

も
っ
と
菊
池
の
食
材
を
活
か
せ
る
料
理
を
考

え
た
い
で
す
。

　

こ
の
大
会
に
参
加
し
、
私
に
は
、
生
ま
れ

育
っ
た
菊
池
へ
の
愛
情
と
、
そ
の
土
地
の
食

材
へ
の
愛
情
が
芽
生
え
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
先
、
私
に
芽
生
え
た
郷
土
愛
を
力
に
変

え
て
菊
池
の
特
産
品
を
広
め
る
た
め
に
頑
張

り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
菊
池
の
特
産
品
が

県
民
に
知
ら
れ
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
れ
ば
菊
池
が
も
っ
と
活
性
化
す

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
は
頑

張
り
ま
す
。

※
作
文
は
一
部
抜
粋

参加報告

菊池南中学校３年　東
ひがし

　采
さや

輝
か

さん

たくさんの学びと思い出

プラチナ未来人財育成塾

　

今
回
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加

し
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
未
来
の
た
め
に

自
分
は
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
お
話
を
聞
い

て
、
心
に
残
っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、小こ

宮み

山や
ま

宏ひ
ろ
し

先
生
の
「
二
〇
五
〇

年
の
世
界
か
ら
自
分
を
考
え
て
み
よ
う
」
と

い
う
お
話
で
す
。
質
的
豊
か
さ
を
可
能
に
す

る
社
会
（
プ
ラ
チ
ナ
社
会
）
を
実
現
す
る
た

め
に
、
私
は
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
。
そ
し
て
、
社
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
。
色
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話

で
し
た
。
そ
の
中
で
も
“
常
識
を
疑
い
、
制

度
を
変
え
る
”
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
常
識
を
疑
う
と
い
う
こ
と
は
常
に
今
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
し
、

自
分
が
お
か
し
い
と
思
っ
た
こ
と
に
対
し
て

行
動
し
な
け
れ
ば
、
制
度
は
変
え
ら
れ
な
い

か
ら
で
す
。
そ
ん
な
小
宮
山
先
生
の
生
き
方

が
か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
菊き

く

池ち

康や
す

紀の
り

先
生
の
「
多
様
な

解
を
考
え
続
け
る
力
と
は
？
」
と
い
う
お
話

で
す
。
菊
池
先
生
の
お
話
か
ら
は
、リ
ー
ダ
ー

と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
関
係
性
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
増
え
て
い
く
の
で

は
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
の
次
へ
と
続
く
フ
ォ
ロ

ワ
ー
（
多
様
）
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
執
行
部
だ
け

が
声
か
け
を
行
っ
て
も
一
人
一
人
が
行
動
に

協
力
し
て
く
れ
な
い
と
、
学
校
が
良
い
方
向

へ
と
進
ん
で
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
全
員
が
過
ご
し
や
す
い
学
校
を

つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
し
、
そ
の
た
め
に

は
、
意
見
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

三
つ
目
に
心
に
残
っ
た
の
は
、
中な

か

竹た
け

竜り
ゅ
う

二じ

先
生
の
「
成
功
と
成
長
を
分
け
て
考
え
て
勝

負
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
で
す
。
お
話
の
中

で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
成
長
で
き
な
い
人

の
原
因
で
す
。
そ
れ
は
、
失
敗
を
認
め
な
い
、

失
敗
を
し
な
い
人
。
そ
し
て
、
リ
ス
ク
を
取
ら

ず
、
失
敗
が
起
こ
ら
な
い
状
況
に
い
る
人
で

す
。
私
は
、
失
敗
を
し
た
く
な
い
の
で
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
な
状
況
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

失
敗
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
失
敗
を
し
な
け
れ
ば
、
成
長
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

金か
ね

丸ま
る

恭や
す

文ふ
み

先
生
も
、
中
竹
先
生
と
似
た
よ
う

な
内
容
で
、“
リ
ス
ク
を
避
け
て
は
い
け
な
い
。

は
や
く
行
動
を
す
れ
ば
、
は
や
く
失
敗
す
る
。

小
さ
な
失
敗
と
成
功
を
積
み
重
ね
て
大
き
な

成
長
に
し
て
い
く
。”
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
失
敗
を
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
視

野
を
広
く
も
つ
こ
と
や
、
未
来
を
創
生
す
る

こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
講
義
の
中

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
義
だ
け
で
な
く
、
班
活
動
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
班
の
人
数
は
、

大
学
生
や
シ
ニ
ア
の
方
を
除
い
て
六
名
で
し

た
が
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
一
人
一
人
自

分
の
意
見
や
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な

の
意
見
を
聞
い
て
い
て
、
自
分
の
思
い
つ
か

な
か
っ
た
考
え
や
、
違
う
視
点
か
ら
物
事
を

見
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
、
お
も
し
ろ
い
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
六
名
の
班
の
人
た
ち
と
も
、
は
じ

め
は
緊
張
し
て
全
く
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

色
々
な
県
か
ら
来
て
い
る
の
で
、
班
に
知
っ

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
機
会
を
逃
し
た
ら
も
っ
た
い
な
い
と
感

じ
、
積
極
的
に
話
し
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
、

自
然
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
積
極
性
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
最
後
の
日
に

「
将
来
ど
ん
な
社
会
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い

か
。」
と
い
う
議
題
で
、
班
で
話
し
合
い
、
ま

と
め
て
発
表
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
つ

の
こ
と
に
向
か
っ
て
何
か
を
す
る
と
い
う
こ

と
が
楽
し
く
、
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
考
え

で
あ
り
、
発
表
で
し
た
。
私
は
、
そ
ん
な
六

名
の
メ
ン
バ
ー
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
て
、

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

は
じ
め
は
不
安
で
一
杯
だ
っ
た
こ
の
行
事

も
、
今
し
か
で
き
な
い
経
験
や
学
び
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
ん
な
貴
重
な

経
験
を
是
非
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
将
来
の
た
め
に
自
分

が
で
き
る
こ
と
、
自
分
の
在
り
方
を
一
緒
に

考
え
て
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

※
作
文
は
一
部
抜
粋

作　文 作　文
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ダウンロード
③持ち主のわからない年金記録の検索もできます
・  これからの人生設計に合わせた働き方の条件を設定して、

年金見込額をかんたんに確認できます。

■利用登録はとても簡単です
　「ねんきんネット」の利用には、ユーザー ID の取得（利用
登録）が必要です。利用登録には基礎年金番号（年金手帳や
年金証書に記載されている10桁の番号）が必要です。手元に

「ねんきん定期便」がある人は、アクセスキー（17桁の番号。
有効期限は「ねんきん定期便」が届いてから３カ月間）を使っ
て、簡単に利用登録できます。

■問い合わせ先
▶専用ダイヤル（ナビダイヤル）　☎0570（058）555
▶050から始まる電話でかける場合　☎03（6700）1144
受付時間　㈪　　　午前８時30分～午後７時
　　　　　㈫～㈮　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　第２㈯　午前９時～午後４時
※ ㈯㈰㈷（第２㈯を除く）および12月29日㈯～１月３日㈭は

利用できません。

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して毎年11月を「ね
んきん月間」として位置付け、国民の皆さんに公的年金を身
近に感じていただき、年金制度に対する理解を深めてもらえ
るよう普及・啓発活動を行っています。

■「一日年金出張相談所」を開設します
　「ゆめタウン光の森」で、無料の出張相談を開催します。
年金に関する相談・質問など気軽にお尋ねください。
と　き　11月29日㈭　午前10時～午後３時
ところ　「ゆめタウン光の森」本館２階
※事前予約はできません。
※ 個人の記録に関する相談は、「年金手帳」などの年金番号

がわかるもの、「免許証」などの身分証が必要です。
問い合わせ先　熊本東年金事務所　☎096(367)2503
※音声案内１番のあとに２番を押してください。

■「ねんきんネット」をご利用ください。
・ これまでの年金記録を自宅のパソコンやスマートフォンで、

24時間いつでも最新の年金記録を確認できます。
・インターネットならではの便利な使い方ができます。
① 日本年金機構に提出する一部の届書をパソコンで作成・印刷
② ねんきん定期便や年金振込通知書など各種通知書を確認・

11月は「ねんきん月間」

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

11月30日㈮は「年金の日」です

年末調整・確定申告まで大切に保管してください
　国民年金保険料は、所得税や住民税の申告で全額が社会
保険料控除の対象となります。その年の１月１日から12月
31日までに納付した保険料が対象です。この社会保険料控
除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が
義務付けられています。
　１月１日から10月１日までの間に国民年金保険料を納付し
た人には「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（はが
き）が日本年金機構から送付されます。年末調整や確定申告
の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。
家族の国民年金保険料を納付した場合も、本人の社会保険
料控除に加えることができます。家族宛てに送られた控除
証明書を添付して申告してください。

■11月上旬に送付する場合
　証明内容は、本年１月１日から10月１日までの間に納付さ
れた国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場合の
納付見込み額です。
■２月上旬に送付する場合
　年の途中から国民年金に加入したなど、10月２日から12
月31日までの間に初めて保険料を納付する人については、
翌年２月上旬に同様の証明書が送付されます。
■その他
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についての
ご照会は、控除証明書のはがきに表示されている電話番号

にお問い合わせください。

■問い合わせ先
▶ねんきん加入者ダイヤル（ナビダイヤル）
　☎0570（003）004
▶050から始まる電話でかける場合　☎03（6630）2525
受付期間　平成31年３月15日㈮まで
受付時間　㈪～㈮　午前８時30分～午後７時
　　　　　第２㈯　午前９時～午後５時
※ ㈯㈰㈷（第２㈯を除く）および12月29日㈯～１月３日㈭は

利用できません。
※ ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合

は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いただけます。
ただし、一般の固定電話以外（携帯電話など）からおかけ
になる場合は通常の通話料金がかかります。

※ 0570の最初の0を省略した
り、市外局番をつけて間違
い電話になっているケース
が発生しています。おかけ
間違いにご注意ください。

問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）7218

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

⓯   

菊池川 日本遺産 検索

米
作
り
に
よ
る
豊
か
な
文
化
③（
山
鹿
湯ゆ

町ま
ち

）

半
に
は
閉
鎖
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
建
物
は
雨
漏
り
な
ど
が

進
み
、
廃
屋
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

解
体
さ
れ
る
危
機
を
迎
え
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
救
っ
た
の
が
市
民
の

保
存
運
動
で
し
た
。
老
人
会
に
よ

る
「
瓦
一
枚
運
動
」と
い
う
募
金

活
動
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
八
千
代

座
は
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
。
昭
和
63
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
再
び

息
を
吹
き
返
し
た
の
で
す
。

　
平
成
８
年
か
ら
13
年
に
は
「
平

成
の
大
修
理
」が
行
わ
れ
、
八
千

代
座
が
最
も
繁
栄
し
た
大
正
12
年

の
華
や
か
な
姿
に
復
元
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
も
坂ば

ん

東ど
う

玉た
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
を

は
じ
め
、
著
名
な
歌
舞
伎
役
者
な

ど
の
公
演
の
ほ
か
、
市
民
の
コ
ン

サ
ー
ト
や
発
表
会
な
ど
、
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
演
が
無
い
と
き
は
内
部
を
公
開

し
、
多
く
の
見
学
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　
（
担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

　
現
在
も
江
戸
、
明
治
、
大
正
の

建
物
が
残
り
、
情
緒
の
あ
る
町

並
み
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
豊
前
街
道
沿
い
に
は
造
り
酒

屋
、
麹こ

う
じ

屋
、
米
せ
ん
べ
い
屋
な
ど
、

米
に
関
係
す
る
お
店
が
軒の

き

を
連

ね
、
地
元
商
店
街
で
「
米こ

め

米こ
め

惣そ
う

門も
ん

ツ
ア
ー
」と
名
付
け
た
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

八や

千ち

代よ

座

　
八
千
代
座
は
山
鹿
市
役
所
近
く

の
豊
前
街
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
の
米
問
屋
や
造
り
酒
屋

な
ど
の
経
営
者
（
旦だ

ん

那な

衆し
ゅ
う
）が
出

資
し
て
、
町
の
さ
ら
な
る
繁
栄
を

目
指
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
明
治
43
年
の
建
設
以
来
、
歌か

舞ぶ

伎き

を
始
め
浪な

花に
わ

節ぶ
し

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
、
住
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
テ

レ
ビ
の
普
及
な
ど
で
次
第
に
公
演

も
少
な
く
な
り
、
昭
和
40
年
代
後

　
菊
池
川
流
域
で
は
、
豊
か
な
米

を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
花

開
き
ま
し
た
。
山
鹿
湯
町
の
歴
史

的
な
町
並
み
や
、
芝
居
小
屋
八
千

代
座
も
そ
の
一
つ
で
す
。

山
鹿
湯
町

（
豊ぶ

前ぜ
ん
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
）

　
山
鹿
湯
町
は
現
在
の
山
鹿
市
の

中
心
部
を
指
し
ま
す
。
町
の
成
り

立
ち
は
古
く
、
江
戸
時
代
よ
り
は

る
か
前
、
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
ご

ろ
に
は
あ
る
程
度
の
町
の
形
が
で

き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

江
戸
時
代
に
は
豊
前
街
道
が
整
備

さ
れ
、
菊
池
川
と
街
道
が
交
差
す

る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
川
岸
に

は
「
俵
こ
ろ
が
し
」と
い
う
米
の

積
み
出
し
所
が
設
け
ら
れ
、
山
鹿

周
辺
で
作
ら
れ
た
米
が
菊
池
川
の

水
運
で
玉
名
の
高た

か

瀬せ

に
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。
山
鹿
湯
町
は
人
と
物
が

行
き
交
い
、と
て
も
繁
栄
し
ま
し
た
。

■ 

玉
名
市
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

　

玉
名
市
内
の
神
楽
が
一
堂
に

披
露
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
３
日
㈯
㈷

　
午
後
５
時
半
〜
９
時

　
※
雨
天
中
止

と
こ
ろ　
玉
名
市
立り

ゅ
う

願が
ん

寺じ

公
園

問
い
合
わ
せ
先

　
玉
名
市
文
化
課

　
☎
０
９
６
８（
75
）１
１
３
６

■
山
太
郎
祭

　
山
太
郎
ガ
ニ
を
味
わ
う
お
祭

り
で
す
。

と　
き　
11
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
※
小
雨
決
行

と
こ
ろ　
道
の
駅
き
く
す
い
特

設
会
場一帯（
和
水
町
）

問
い
合
わ
せ
先

　
和
水
町
商
工
観
光
課

　
☎
０
９
６
８（
86
）５
７
２
５

イ
ベ
ン
ト
情
報

1
豊
前
街
道
の
歴
史
的
町
並
み（
山
鹿
下
町
周
辺
）

2
八
千
代
座
外
観 

3
八
千
代
座
内
観

山鹿
市役所

八千代座

さくら湯

下 町

菊池川

豊
前
街
道

●
●

● １

２３

位置図
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運
動
は
健
康
づ
く
り
の

3
本
柱
の
ひ
と
つ

　

運
動
は
健
康
づ
く
り
の
3
本
柱

（
食
事
・
運
動
・
休
養
）
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
動

脈
硬
化
性
疾
患
に
か
か
る
リ
ス
ク
を

低
下
さ
せ
る
心
肺
機
能
の
向
上
、
肥

満
の
予
防
や
改
善
、
ス
ト
レ
ス
発
散
、

筋
力
低
下
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
（
※

１
）
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
※
２
）
を

予
防
・
改
善
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

※
１
：
高
齢
者
の
身
体
機
能
や
認
知

機
能
が
低
下
し
て
虚
弱
に
な
っ
た
状

態※
２
：
加
齢
に
伴
っ
て
生
じ
る
筋
骨

格
量
と
骨
格
筋
力
の
低
下
に
よ
り
身

体
機
能
低
下
が
起
こ
る

運
動
習
慣
の
現
状
と
目
標

　

厚
生
労
働
省
は
21
世
紀
に
お
け
る

国
民
健
康
づ
く
り
運
動
と
し
て
、
健

康
日
本
21
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
下
記
の
表
（
表
１
）
の
通
り

現
状
と
目
標
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

運
動
の
効
果

　

健
康
診
断
の
結
果
、
体
重
や
血
圧
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
な
ど
の
数
値
が
気

に
な
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

も
水
中
の
運
動
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
が
多
い
で
す
。

運
動
強
度
は
脈
で
確
認

　

生
活
習
慣
病
の
あ
る
人
が
、
安
全

で
効
果
的
な
運
動
を
行
う
た
め
に
は
、

「
楽
で
あ
る
」
ま
た
は
「
や
や
き
つ

い
」
と
感
じ
る
程
度
の
強
さ
と
身
体

活
動
が
適
切
で
す
。
右
記
の
表
（
表

２
）
の
脈
拍
数
を
参
考
に
「
き
つ
い
」

と
感
じ
る
運
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と

　

健
康
日
本
21
の
中
で
成
人
に
お
け

る
個
人
目
標
の
例
と
し
て
以
下
の
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

● 

日
頃
か
ら
散
歩
、「
早
く
歩
く
」、

乗
り
物
や
エ
レ
ベ
ー
タ
を
使
わ
ず

に
歩
く
よ
う
に
す
る
な
ど
意
識
的

に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

● 

1
日
平
均
1
万
歩
以
上
歩
く
こ
と

を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

週
2
回
以
上
、
1
回
30
分
以
上
の

息
が
少
し
は
ず
む
程
度
の
運
動
を

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う

● 

ま
ず
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
1
日
10
分
多
く
体
を
動
か

す
「
＋
（
プ
ラ
ス
）
10
運
動
」
も
薦

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
よ
り
10

分
多
く
き
び
き
び
と
歩
く
、
掃
除
を

す
る
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
体
操
を

す
る
な
ど
で
す
。

　

運
動
習
慣
は
で
き
る
だ
け
継
続
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最
初
か
ら

無
理
を
せ
ず
に
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
む
と
い
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
1
週
間
で
○
○
歩
達
成
す
る
」「
ま

ず
は
○
○
キ
ロ
体
重
を
落
と
す
」
な

ど
目
標
を
持
つ
こ
と
も
達
成
感
と
な

り
励
み
に
な
り
ま
す
。
家
族
や
仲
間

と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
続
け
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

３
歳
児
健
診
時「
虫
歯
な
し
」の
子

藤ふ
じ

川か
わ

曹そ
う

揮き　
（
○菊  

立
町
）

木き

村む
ら

莉り

心こ　
（
○菊  

立
石
）

日ひ

山や
ま

櫂か
い

都と　
（
○菊  

亘
）

篠し
の

原は
ら

壮そ
う

太た　
（
○菊  

日
生
野
）

冨と
み

岡お
か

咲し
ょ
う

大と　
（
○菊  

野
間
口
）

魚う
お

住ず
み

実み

穂ほ　
（
○菊  

北
宮
）

野の

口ぐ
ち

航こ
う

平へ
い　
（
○菊  

北
宮
）

本ほ
ん

多だ

咲み

夢ゆ　
（
○菊  

花
房
台
）

岡お
か

本も
と

将ま
さ

輝き　
（
○菊  

上
赤
星
）

長な
が

塩し
お

瑠る

梨り　
（
○七  

岡
田
）

児こ

玉だ
ま

佑ゆ
う

太た　
（
○七  

小
野
崎
）

西に
し

口ぐ
ち

芽め

衣い

咲さ

（
○七  

間
所
）

谷た
に

田だ

歩あ
ゆ

夢む　
（
○旭  

湯
舟
）

今い
ま

村む
ら

穂ほ

奈な

海み

（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

島し
ま　
青あ

お

芭ば　
（
○泗  

永
）

西に
し

村む
ら

百ゆ

合り

華か

（
○泗  

富
出
分
）

吉よ
し

田だ

栞か

子こ　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

伊い

牟む

田た

叶か
の

愛あ

（
○泗  

富
の
原
北
）

松ま
つ

原ば
ら

明あ

日す

香か

（
○泗  

富
の
原
北
）

中な
か

川が
わ

真ま

歩ほ　
（
○泗  

富
の
原
一
）

吉き

良ら

莉り

愛あ

菜な

（
○泗  

東
原
団
地
）

❶
虫
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日
の

仕
上
げ
磨
き

❷
甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸
歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
虫
歯
予
防
に
取
り

組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

今
回
虫
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　
広
報
き
く
ち
10
月
号
の
「
歯
ッ
ピ

ー
キ
ッ
ズ
」
の
記
事
で
、
下し

も

川か
わ

笑え
み

那な

さ
ん
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】
下
川
笑
奈

【
正
】
下
川
笑
那

表1　成人における現状と目標

虫
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

お
詫
び
と
訂
正

　

運
動
不
足
に
な
る
と
内
臓
脂
肪
が

蓄
積
し
て
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
な
ど
生
活
習
慣
病
を
発
症
し

ま
す
。
有
酸
素
運
動
を
習
慣
的
に
行

う
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

増
加
に
伴
う
体
脂
肪
の
減
少
、
肥
満

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
が
高
ま

り
、
血
糖
値
の
低
下
や
血
管
機
能
が

改
善
さ
れ
血
圧
が
下
が
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。
中
性
脂
肪
が
分
解
さ
れ
や

す
く
な
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
増

え
る
こ
と
で
血
中
脂
質
の
改
善
効
果

も
あ
り
ま
す
。

寒暖の差はありますが、秋は運動するのに最適な季節で
す。運動して筋肉量を増やすと代謝が活発になり、脂肪
を溜め込みやすくなる冬に向けて、脂肪をきちんと消費
できる体を準備することができます。運動不足や肥満が
気になる人は、軽い運動を始めてみませんか？

９
月
５
日・26
日
の
歯
科
健
診
で
、虫
歯
が
な
か
っ
た
お
子

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）  

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

目
的
に
合
っ
た
運
動
を

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

有
酸
素
運
動
で
脂
肪
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
す
る
た
め
、
肥
満
解
消
や

血
圧
、
血
糖
値
、
血
中
脂
質
の
改
善

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
心
肺
機
能
の

向
上
や
骨
に
刺
激
を
与
え
る
骨
粗

し
ょ
う
症
の
予
防
も
期
待
で
き
ま
す
。

●
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

筋
力
の
向
上
、
筋
肉
量
の
増
大
に

よ
っ
て
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
必

要
な
歩
行
や
立
位
・
座
位
な
ど
の
姿

勢
保
持
能
力
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

　

体
の
柔
軟
性
を
高
め
て
関
節
の
運

動
性
を
確
保
し
ま
す
。
ケ
ガ
の
予
防

と
し
て
運
動
前
に
行
っ
た
り
、
筋
肉

の
疲
労
回
復
を
促
す
た
め
に
運
動
後

に
行
っ
た
り
し
ま
す
。
血
行
が
良
く

な
る
た
め
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

効
果
も
あ
り
ま
す
。

●
軽
ス
ポ
ー
ツ

　

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
て
負
荷
の

少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
楽
し
み
な

が
ら
全
身
を
使
っ
た
運
動
や
仲
間
と

と
も
に
行
う
喜
び
、
人
と
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
る
た
め
、
爽
快
感
や
達

成
感
が
期
待
で
き
ま
す
。

● 

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

水
の
浮
力
が
あ
る
こ
と
で
腰
や
ひ

ざ
関
節
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
水
圧

に
よ
っ
て
血
行
が
促
さ
れ
肩
こ
り
の

改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
陸
上
よ
り

年 齢 性別 現状（平成28年） 目標（平成34年）

日常生活に
おける

歩数の増加

20歳～64歳
男性 7,769歩 9,000歩
女性 6,770歩 8,500歩

65歳以上
男性 5,744歩 7,000歩
女性 4,856歩 6,000歩

運動習慣者の
割合の増加

20歳～64歳
男性 23.9% 36%
女性 19.0% 33%

65歳以上
男性 46.5% 58%
女性 38% 48%

表２　運動時の脈拍数の目安

出典：運動基準・運動指針の改定に関する検討会 報告書（厚生労働省 2013年）

強度の感じ方
１分間当たりの脈拍数の目安（拍／分）

20代 30代 40代 50代 60代

楽である 135 135 130 125 120

ややきつい 150 145 140 135 125

きつい～かなりきつい 170 165 150 145 135

肩の力を抜く

ひじは軽く曲げる

クッション性の良い
シューズを履く

あごを引き、
視線は前方へ

お腹を締めて
軽く胸を張る

大股で歩く

腕は前後に
スムーズに振る

手は軽く握る

ウオーキングの正しい姿勢

一本線上を歩く
イメージで

かかとから着地し、
つま先で地面を蹴る
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会
肥後狂句水笑会

七城短歌会
「里」短歌会／さわやか大学文芸クラブ

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578
山隈 ☎0968（38）2051

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
古賀 ☎0968（25）1764

散
歩
路
の
我
を
追
い
越
す
中
学
生
「
今
日
は
」
と
太
き
声
掛
け
く
る
る

担
い
手
の
減
り
し
を
庇
い
菊
人
形
仕
立
て
し
友
の
苦
労
し
の
び
ぬ

草
を
ぬ
く
手
を
ば
休
め
て
腰
下
ろ
す
石
垣
に
蛇
隙
間
に
潜
む

槌
音
に
誘
わ
れ
来
た
る
孫
の
家
建
築
士
ら
が
汗
拭
き
精
出
す

日
を
追
う
に
黄
金
色
増
す
実
り
穂
を
さ
や
り
揺
ら
し
て
重
さ
確
か
む

高
木　
　
精

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

七
城
短
歌
会  

９
月
詠
草

白
萩
の
枝
の
た
わ
わ
に
咲
き
満
ち
て
雪
か
と
惑
う
夕
も
や
の
な
か

赤
と
ん
ぼ
幾
重
に
輪
と
な
り
飛
び
交
い
て
彼
岸
過
ぎ
た
る
庭
先
に
舞
う

朝
露
と
蜘
蛛
の
巣
光
る
秋
の
庭
キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
香
り
は
じ
め
る

離
乳
食
手
づ
か
み
食
べ
て
笑
ま
う
吾
子
飢
餓
の
子
ど
も
の
記
事
を
読
む
朝

宮
良
多
鶴
子
氏
の
地
球
の
仲
間
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
響
く
信
念
の
声　

松
本　
和
子

桑
野　
睦
子

潤
井　
梨
江

原
口　
紗
季

緒
方　
悦
子

「
里
」短
歌
会  

９
月
詠
草

明
け
や
ら
ぬ
今
朝
の
裏
庭
露
冷
え
て
ぽ
と
り
と
一
つ
柿
落
ち
る
音

梨
ぶ
ど
う
秋
の
味
覚
を
頂
け
ば
猛
暑
わ
す
れ
る
ひ
と
と
き
も
あ
る

引
き
揚
げ
船
全
員
パ
ス
と
祈
り
し
を
ま
た
も
保
菌
者
下
船
か
な
わ
ず

涼
し
げ
な
義は

母は

の
植
え
た
る
白
百
合
よ
今
年
迎
え
る
十
七
回
忌

歳
古
り
て
喜
怒
哀
楽
も
淡
く
な
り
奪
は
る
る
ご
と
日
々
は
去
り
逝
く

山
城　
雅
子

堤　
よ
し
み

山
田　
弘
子

田
中　
遙
子

中
川　
愛
子

渓
流
短
歌
会  

10
月
詠
草

な
め
ら
か
に
四
季
移
ろ
へ
ば
そ
こ
は
か
と
五
感
の
ほ
か
の
裡う

ち

の
言こ

と

の
葉

赤
き
星
光
れ
る
夜
半
に
み
の
虫
は
鳴
き
て
み
ど
り
の
細
枝
つ
づ
る

巻
き
戻
し
出
来
ぬ
此し

岸が
ん

に
彷さ

ま

徨よ

ひ
て
遠
き
昭
和
の
思
ひ
出
尽
き
ぬ

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

中
川　
愛
子

菊
池
短
歌
会  

10
月
詠
草

待
ち
か
ね
し
雨
新
涼
を
伴
い
て

彼
岸
花
巾は

ば

を
利
か
せ
て
過
疎
の
村

兄
の
折
り
し
榊
供
え
る
今
朝
の
秋

朝
夕
の
草
取
る
我
を
我
が
褒
め

此
の
夏
や
喪
服
着
る
日
も
幾
度
か

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

寺
本　
和
子

藤
本　
邦
治

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

９
月
例
会

蜩
や
遠
慮
が
ち
鳴
く
夕
間
暮
れ

労
わ
り
の
残
暑
見
舞
い
や
身
に
沁
み
る

し
な
る
程
つ
ば
め
並
ぶ
や
原
爆
忌

垣
根
越
し
お
元
気
で
す
か
里
の
盆

悲
し
く
も
散
り
し
ガ
ラ
シ
ャ
や
秋
の
蝉

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

稗
田　
達
恵

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
９
月
詠
草

ケ
ン
カ
し
て　
今
日
も
一
人
で
飯
食
わ
す

ケ
ン
カ
し
て　
親
子
で
や
れ
ば
す
ぐ
な
お
る

ま
た
台
風　
保
険
の
払
い
追
っ
つ
か
ん

あ
ふ
れ
と
る　
早は

よ

避
難
せ
に
ゃ
お
ぼ
く
る
る

ケ
ン
カ
し
て　
墓
は
別
居
て
決
め
ら
し
た

柏
原　
乗
仏

御
手
洗
三
代

宮
上　
美
由

井
手　
水
光

山
隈　
好
茶

肥
後
狂
句
水
笑
会  

９
月
例
会

朝
風
を
か
す
か
に
と
ら
へ
ほ
た
る
草

激
動
を
耐
え
来
し
老
母
逝
き
し
秋

そ
れ
ぞ
れ
に
好
み
の
枝
や
小
鳥
来
る

遠
山
の
手
に
と
る
様
な
秋
の
空

静
け
さ
の
中
に
水
音
釣
舟
草

万
句
の
里
俳
句
会
　
9
月
句
会

守
井
理
恵
子

宮
本　
敏
子

光
本
と
よ
い
ち

隈
部　
輝
子

田
中　
美
智

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

広
報
10
月
号
「
万
句
の
里
俳
句
会 

９
月
句
会
」の
５
句
目
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤 

か
な
か
な
や
古こ

刹さ
つ

い
よ
い
よ
荒
び
た
る　
　

宮
本　

雅
子

正 

か
な
か
な
や
古こ

刹さ
つ

い
よ
い
よ
荒
び
た
る　
　

加
藤　

妙
子

菊池市生涯学習センターホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
菊池市生涯学習センターフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
生涯学習講座

申し込み受付中
休 館 日

テーマ「芸術の秋」

誠
文
堂
新
光
社

1

小
学
館

4

 

講
談
社

3

新
潮
社

2

成田一徹／著
1 成

なり

田
た

一
いっ

徹
てつ

の切り絵入門 ２ 眩
くらら

　 朝
あさ

井
い

まかて／著
　葛

かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

の娘で、北斎の右
腕として風景画などを描きな
がら、自分の色や光を追い求
めた天才女絵師・応

おう

為
い

の生涯
を描いた小説。

圀
こ

府
う

寺
でら

司
つかさ

／監修・著

4 ゴッホ原寸美術館
　100% Van Gogh!

　作品を実際の大きさで掲載
することで、躍動する筆触の
鑑賞に成功した画期的な本。

関
せき

口
ぐち

光
こう

太
た

郎
ろう

／著

3  新聞紙とガムテープでこんな
のつくれた! 親子で自由研究

　新聞紙をくしゃくしゃ丸めて、
ガムテープを貼るだけ。親子
で作品を作ってみませんか。

　黒い紙にスパっと鮮やかに
空間を切り分けるナイフの線
が美しく、心にグッときます。
切り絵の技法も掲載。

國
くに

森
もり

康
やす

弘
ひろ

／写真・文（農文協）

いのちつぐ「みとりびと」シリーズ（全12巻）

　看取りは、いのちのバトンリレー。
亡くなる人の生きざまや愛情を、残っ
た者が受け取り、そして、つないでい
く。この本には、素敵ないのちのバ
トンリレーが紹介されています。家
族の“きずな”を深く感じる一冊です。

図 書 館
開館１周年感謝祭　11月24日㈯

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

　「西郷隆盛と菊池の未来」の最終回と
なる第４回目は、作家の北康利さんを迎
えて講演会を開催します。著書『西郷隆
盛 命もいらず名もいらず』から、西郷隆
盛の人物像を熱く語っていただきます。

●午前10時30分～11時30分　とくべつおはなし会　
　よみきかせボランティア「おはなしのもり」さんによる
絵本の読み聞かせやブラックパネルシアターの上演。

●午後１時～３時
新聞紙 de Christmasオーナメントづくり
　地域おこし協力隊で造形作家の東

ひがし

耕
こう

平
へい

さんと一緒に、
クリスマスの飾りを作って部屋を彩りませんか。

［定員］10人　［参加費］無料
［持ってくるもの］折り紙、新聞紙　※要申込

●午後３時30分～４時30分
絵本の読書会 ～大人のビブリオトーク～
大人に読んでほしい、聞いてほしい絵本の読み聞かせ。

11月17日㈯ 
［開場］午後1時  ［開演］午後1時30分

公 民 館

作家 北
きた

康
やす

利
とし

さん 特別講演会

泗水ホール
無料

400人程度ところ

中　央

定　員
入場料

と  き

北 康利さん健康推進課　古
こ

吉
よし

京
きょう

子
こ

さん

●午前10時～11時30分　３Ｄ地球儀ワークショップ
　菊池に残る最古の地球儀を一緒に作りませんか。

［定員］20人　［参加費］1,000円　※要申込
◀石淵家地球儀
　石

いし

淵
ぶち

萬
ばん

壽
じゅ
（1837-1902）は水

み

次
つぎ

村（七城町）で家業の
医を営みながら、地域の子弟に対する儒学教育を志し、
私塾「楽

らく

只
し

堂
どう

」を開校。この地球儀は楽只堂で利用され
た教材と思われます。製作者を萬壽と仮定すると、安政
後期から明治初年（1857-70）頃の作と推定できます。
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冨
田
甚
平
の
功
績

　

冨
田
甚
平
は
江
戸
末
期
に
菊
池
市

七
城
町
に
生
ま
れ
、
明
治
の
農
地
改

良
に
尽
力
し
ま
し
た
。
甚
平
の
生
ま

れ
た
台う

て
な

地
区
周
辺
の
田
ん
ぼ
は
、
当

時
大
変
水
は
け
が
悪
く
、
作
業
は
と

て
も
大
変
で
し
た
。
甚
平
は
あ
ぜ
一

つ
違
う
だ
け
で
収
穫
に
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
水
は
け
が
原

因
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

明
治
11
（
１
8
7
8
）
年
、
1
反

4
畝
の
小
さ
な
湿
田
を
購
入
し
、
排

水
の
実
験
を
始
め
ま
し
た
。
甚
平
は

実
験
を
続
け
、
お
よ
そ
25
年
も
か
け

て
暗
渠
排
水
技
術
を
考
え
出
し
ま
し

た
。
排
水
の
た
め
の
土
管
を
水
田
に

埋
め
、
排
水
、
給
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
も
の
で
す
。
水
田
か
ら
の
排

水
口
と
水
田
外
へ
の
排
水
口
の
高
さ

が
違
う
た
め
、
排
水
口
に
蓋
を
す
れ

ば
水
は
流
れ
ず
に
水
田
と
な
り
、
蓋

を
上
げ
る
と
水
が
流
れ
田
が
乾
く
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
技
術
に
よ
り
、
菊
池
だ
け
で

な
く
全
国
の
多
く
の
湿
田
が
良
質
な

田
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
晩

年
、
甚
平
は
土
地
改
良
技
術
や
農
事

改
良
全
般
の
指
導
の
た
め
、
日
本
各

地
に
ま
ね
か
れ
て
い
ま
す
。
暗
渠
排

冨と
み

田た

甚じ
ん

平ぺ
い

と

冨
田
式
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
技
術

水
技
術
の
開
発
者
だ
け
で
は
な
く
、

農
業
の
す
ぐ
れ
た
指
導
者
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

土
地
改
良
の
父　
冨
田
甚
平
企
画
展

　

冨
田
式
暗
渠
排
水
技
術
の
実
物
の

土
管
や
冨
田
甚
平
の
遺
品
、
紹
介
パ

ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期　
間　

〜
平
成
31
年
２
月
３
日
㈰

料　

金　

大
人
２
０
０
円
、
小
中
学

生
１
０
０
円

と
こ
ろ　

わ
い
ふ
一
番
館
ま
ち
か
ど

資
料
館

冨
田
甚
平
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と　

き　

11
月
10
日
㈯　

午
前
10
時

開
演
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ　
七
城
公
民
館
講
堂

申
込
先　
㈱
熊
日
広
告
社

　
☎
０
９
６（
３
２
７ 

）３
１
６
１

１

菊
池
の
宝
物       

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

８

冨田式暗渠排水土管

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

　

収
穫
へ
の
感
謝
な
ど
節
目
に
合
わ

せ
て
食
べ
、
生
活
に
変
化
と
け
じ
め

を
つ
け
る
「
行
事
食
」。
身
近
な
も
の

で
は
、
お
正
月
の
お
せ
ち
料
理
ぐ
ら

い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

歴
史
や
経
験
に
培
わ
れ
た
「
地
域

の
味
」
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
の
は

大
切
な
こ
と
で
す
。
水
源
地
域
で
は
、

行
事
食
や
郷
土
料
理
を
見
つ
め
直
す

取
り
組
み
と
し
て
「
水
源
食
の
文
化

祭
」
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年

で
14
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

家
庭
料
理
を
持
ち
寄
っ
て
語
り
合

う
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
懐
か
し

さ
を
感
じ
る
ふ
る
さ
と
の
食
を
味
わ

い
に
来
ま
せ
ん
か
？

【
水
源
食
の
文
化
祭
】

と　
き　
11
月
25
日
㈰　

　
　
　
　
正
午
〜
午
後
２
時

参
加
料　

千
円
（
小
学
生
は
５
０
０

円
、
未
就
学
児
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
地
域
の
味
」
を
見
つ
め
直
す

食の文化祭の様子

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

158 

　
小
学
校
入
学
は
、
長
い
人
生
の
中
で

も
大
き
な
節
目
の
一
つ
で
す
。
卒
園
の

喜
び
と
寂
し
さ
の
中
で
、
真
新
し
い
ラ

ン
ド
セ
ル
や
学
習
机
を
準
備
し
、
胸
躍

ら
せ
る
子
ど
も
の
様
子
を
幾
度
と
な
く

見
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
わ
が
家

で
は
三
人
の
孫
が
来
春
の
小
学
校
入
学

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の
準
備
は
す
べ
て
祖
父
母

に
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
祖
父
母
の
愛
情

と
約
束
を
果
た
す
時
期
が
、
刻
々
と

迫
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
以
前
、
人
権
教
育
研
修
会
で
聴
い
た

「
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
」
と
い
う
話
が
、

心
に
強
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
小

学
校
に
一
人
の
女
の
子
が
入
学
し
ま
し

た
。
女
の
子
は
、
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
登
校
し
た
そ
う
で
す
。
教
室

で
も
、
学
校
の
行
き
帰
り
で
も
、
た
く

さ
ん
の
子
か
ら
冷
や
か
さ
れ
ま
し
た
。

「
女
の
子
は
赤
の
ラ
ン
ド
セ
ル
。
黒
の

ラ
ン
ド
セ
ル
は
男
の
子
だ
ろ
う
！
」と
。

　
担
任
の
先
生
は
、
子
ど
も
た
ち
に
精

一
杯
説
明
し
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に

な
か
な
か
う
ま
く
届
き
ま
せ
ん
。
女
の

子
は
、
と
う
と
う
学
校
へ
行
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
保
護
者
は
悩
ん
だ
末
、
学

校
を
変
え
ま
し
た
。
転
校
先
の
学
校
で

も
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
お
か
し
い
」

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
担
任
の
先
生

は
保
護
者
に
、「
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
登
校
す
る
の
に
は
、
き
っ
と

訳
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。よ
か
っ
た
ら
、

黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
の
わ
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
せ
ん
か
？
」と
尋
ね
ま
し
た
。

　
家
の
人
は
先
生
に
ア
ル
バ
ム
を
見
せ

な
が
ら
、そ
の
訳
を
話
し
ま
し
た
。「
こ

の
子
に
は
、三
歳
上
の
兄
が
い
ま
し
た
。

黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
小
学
校

に
入
学
し
ま
し
た
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
学
校
へ
行
っ
た
の
は
、
一
日

だ
け
で
し
た
。
兄
は
、
小
児
が
ん
に
侵

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
回
目
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
う
こ
と
な
く
、
こ
の
世
を

去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
子
が
入

学
す
る
と
き
、『
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
買
お
う
よ
！
』
と
家
族
は
勧
め
ま
し

た
が
、『
私
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
学
校
へ
行
く
。
大

好
き
な
お
兄
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
学

校
へ
行
く
！
』
と
強
く
望
み
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
私
た
ち
も
こ
の
子
の
言
う
こ

と
を
見
守
っ
て
い
た
の
で
す
」
と
。

　
こ
の
後
、
担
任
の
先
生
は
、
こ
の
こ

と
を
学
校
の
先
生
方
に
話
し
、
学
校
を

挙
げ
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
女
の

子
は
、
胸
を
張
っ
て
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
学
校
へ
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
兄
を
思
う
女
の
子
の
純
粋
な
気
持
ち

黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル

菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員  

米よ
ね

村む
ら

隆り
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う

に
涙
す
る
の
と
同
時
に
、
黒
い
ラ
ン
ド

セ
ル
の
理
由
を
確
か
め
る
こ
と
な
く
、

冷
や
か
し
や
い
じ
め
の
対
象
に
な
っ
て

い
た
学
校
の
取
り
組
み
の
甘
さ
に
怒
り

を
覚
え
ま
す
。
ま
た
、
転
校
先
の
先
生

の
「
何
か
あ
る
の
で
は
？
」
と
、
真
実

を
見
極
め
よ
う
と
す
る
豊
か
な
感
性
や

行
動
力
に
救
わ
れ
た
思
い
が
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
意
識
の
中
に
、「
黒
い
ラ

ン
ド
セ
ル
は
男
の
子
」「
女
の
子
は
赤

い
ラ
ン
ド
セ
ル
」
と
い
う
思
い
込
み
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
科
学
的
根
拠
は
な

く
て
も
、
周
り
の
声
に
同
調
し
て
し
ま

い
、
い
つ
の
間
に
か
社
会
通
念
と
し
て

出
来
上
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
固
定
観
念

に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
加
わ
り
、
偏

見
や
差
別
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

す
。
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
思
い
込
み

や
固
定
観
念
で
判
断
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
の
か
、
自
分
の
心
の
中

を
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑦

問い合わせ先　市長公室　☎0968（25）7252

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「阿蘇写友会・写真展」 　竹

たけ

原
はら

憲
のり

朗
お

期　間：11月6日㈫～25日㈰　
　阿蘇在住の会員9人による写真展です。今回は特にテー
マを決めず、阿蘇を中心とした風景を多数展示しています
ので、ぜひご覧ください。

「MELクレヨン画展・花鳥風月」　塚
つか

﨑
ざき

聡
さと

子
こ

期　間：11月27日㈫～12月9日㈰　
　菊の花を中心に、クレヨン画とペン画の作品を多数展示
します。MELワールドの花鳥風月を、ぜひお楽しみください。

【まちかど資料館】
「西

せ

郷
ご

どんと菊池一族 Ver2 ～その家族、その教え～」
菊
きく

池
ち

源
げん

吾
ご

と奄美群島、新たなる謎に迫る企画展の第2弾
期　間：～11月30日㈮　
料　金：大人２００円、小中学生１００円

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

　
あ
る
研
究
論
文
で
示
さ
れ
た
、
韓
国

の
青
少
年
は
高
校
時
代
か
ら
既
に
社
会

や
将
来
に
対
す
る
期
待
を
捨
て
、
個
人

で
生
き
残
り
の
道
を
模
索
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
、
と
い
う
内
容

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
こ
の
論
文
で

い
う「
生
死
を
か
け
た
戦
場
」と
は
、「
良

い
大
学
に
入
る
た
め
に
し
烈
な
競
争
を

す
る
と
こ
ろ
」
と
解
説
さ
れ
て
お
り
、

実
際
、
韓
国
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
81
％
の
学
生

が
自
身
の
高
校
時
代
を
「
生
死
を
か
け

た
戦
場
」
だ
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。

　
な
ぜ
韓
国
の
10
代
の
学
生
は
高
校
時

代
を
戦
場
だ
と
考
え
る
の
か
。
そ
れ
は

「
良
い
大
学
に
入
れ
ば
将
来
よ
り
幸
せ

に
な
れ
る
」
と
い
う
学
歴
社
会
の
固
定

観
念
が
強
い
か
ら
だ
ろ
う
。
韓
国
人
の

多
く
は
「
人
生
の
選
択
」
に
短
期
大
学

や
専
門
学
校
を
入
れ
ず
、
有
名
大
学
へ

の
進
学
こ
そ
人
生
の
成
功
の
道
だ
と
信

じ
て
い
る
。
一
方
、
２
０
１
７
年
に
国

連
が
発
表
し
た
世
界
幸
福
指
数
調
査
に

お
い
て
、
韓
国
は
１
５
５
カ
国
中
55
位
、

２
０
１
５
年
の
47
位
か
ら
さ
ら
に
順
位

を
下
げ
た
。
将
来
の
自
身
の
幸
せ
に
明

確
な
道
筋
を
持
つ
韓
国
人
の
幸
福
指
数

が
低
い
と
い
う
の
は
、
悲
し
い
事
実
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
専
門
家
は
、

エ
ド
・
デ
ィ
ナ
ー
教
授
（
ア
メ
リ
カ
）

の
「
幸
せ
は
、
喜
び
の
強
さ
で
は
な
く

頻
度
が
決
め
る
」
と
い
う
定
義
を
実
行

す
れ
ば
、
こ
の
固
定
観
念
か
ら
脱
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
提
言
し
て
い
る
。　

　
こ
の
定
義
で
は
「becom

ing

（
〜

に
な
る
こ
と
）」
と
「being

（
〜
と

し
て
生
き
る
こ
と
）」
の
違
い
が
示
さ

れ
て
お
り
、「
財
閥
の
家
の
嫁
に
な
る
」

こ
と
と
「
そ
の
家
の
嫁
と
し
て
日
々
を

生
き
る
」
こ
と
は
全
く
別
の
こ
と
だ
と

例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
韓
国

人
は
、 

高
校
時
代
は
良
い
大
学
に
行
く

た
め
、
大
学
時
代
は
良
い
職
に
就
く
た

め
、
中
年
に
な
る
と
老
後
の
安
泰
と
子

ど
も
の
成
功
を
願
い
、
い
つ
も
未
来

に
何
か
を
求
め
て
全
力
疾
走
し
て
い

る
。
し
か
し
実
際
に
幸
せ
が
あ
る
の
は

「being

」
で
あ
り
、
自
分
の
足
元
を

見
つ
め
努
力
し
、
小
さ
な
幸
せ
を
積
み

上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
う
す

れ
ば
日
々
の
生
活
の
中
に
も
ち
ょ
っ
と

し
た
幸
せ
を
見
つ
け
ら
れ
る
気
が
す
る
。

　
た
と
え
高
校
と
い
う
戦
場
で
勝
利
し

て
も
、
そ
れ
は
「becom

ing

」
に
捉

わ
れ
て
い
て
、
強
い
幸
せ
を
一
度
感
じ

る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は
い
つ

ま
で
経
っ
て
も
韓
国
の
高
校
が
戦
場
だ

と
い
う
汚
名
は
拭
え
な
い
だ
ろ
う
。

幸
せ
は
、喜
び
の
強
さ
で
は
な
く

頻
度
が
決
め
る

国際観光マネージャー

金
キム

 相
サン

廷
ジョン

韓国の友好都市へ市民交流団が訪問
　10月５日から8日にかけて、友好都市である韓国の金

キ ム

堤
ジ ェ

市と清
チョン

州
ジュ

市を訪問しました。金提市の「金堤地平線祭り」へ
の参加は、開会式が台風の影響であいにく中止となりまし
たが、レセプションや会場で大歓迎を受けました。また、セ
マングム干拓地の視察では、33.9㌔の防潮提による広大
な干拓地に期待される将来の構想が説明されました。
　次に訪れた清州市では、「第16回清原生命米・大清湖マ
ラソン大会」に市民団より3名が参加。開会式では市民団
全員でステージに上がり、友好都市交流をアピールしまし
た。ムニ文化財団地や活版印刷の誕生地あることを物語る
古印刷博物館なども視察し、韓国の歴史文化に触れました。

　今後は両都市の市民
団をしすいコスモスマラ
ソンと熊日菊池桜マラソ
ンへ招待し、交流を深め
る予定です。

清州市主催歓迎会
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費用を記載していないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス番号　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968( 山鹿市、玉名市、荒尾市、和水町、南関町、玉東町、長洲町も同じ）
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

11月の「税」の納期限
1１月３０日㈮

問税務課固定資産税係　　　☎（25）7207
健康推進課国民健康保険係　☎（25）7218

●固定資産税第４期
●国民健康保険税第５期

口座振替を利用している人は、1
１月２６日㈪に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

お
知
ら
せ

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
12
月
1
日
㈯
を
基
準
日
と
し
、
全
国
約

12
万
世
帯
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
11
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
答
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
調
査
結
果
は
、
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
か
か
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上

で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

熊
本
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
交
付
開
始

　
く
ま
モ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
熊
本
版

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
10
月
１

日
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

「
図
柄
ナ
ン
バ
ー
申
込
サ
ー
ビ
ス
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
手
数
料　
中
板
：
８
４
０
０
円

　
大
板
：
１
万
２
５
０
０
円

寄
付
金　
千
円
以
上
（
フ
ル
カ
ラ
ー
希
望

の
場
合
の
み
必
要
）

問
●申
熊
本
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８

農
業
就
業
奨
励
金

結
婚
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す

❶
農
業
就
業
奨
励
金　
実
践
力
旺
盛
な
農

業
後
継
者
育
成
の
た
め
、
新
規
農
業
就
業

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
地
元
区
長
に
連

絡
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
額　
１
人
当
た
り
30
万
円

申
請
期
限　
12
月
28
日
㈮
必
着

条　
件　
次
の
全
て
の
項
目
を
満
た
す
こ

と　
▼
本
年
４
月
以
降
専
業
農
家
と
し
て

就
農
し
今
後
も
継
続
し
て
営
農
す
る
人
▼

市
内
在
住
で
満
17
歳
以
上
40
歳
未
満
の
人

▼
新
規
参
入
者
お
よ
び
中
学
卒
業
者
は
２

年
間
就
農
し
定
着
可
能
な
人
▼
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
奨
励
金
の
交
付
を

受
け
た
年
か
ら
５
年
間
は
、
就
農
状
況
報

告
を
毎
年
行
う
こ
と　
※
農
業
を
辞
め
た

場
合
は
返
還
が
必
要
で
す
。

❷
結
婚
祝
い
金　
専
業
農
家
お
よ
び
そ
の

後
継
者
が
結
婚
す
る
場
合
は
、
祝
い
金
を

交
付
し
ま
す
。

結
婚
祝
い
金　
１
組
当
た
り
５
万
円

問
●申
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

秋
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
所
有

者
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
さ
れ

て
い
な
い
犬
の
所
有
者
や
新
た
に
犬
（
生

後
91
日
以
上
）
を
所
有
し
た
人
は
、
登
録

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で

も
接
種
で
き
ま
す
。登
録
済
み
の
人
は「
狂

堆
肥
化
処
理
施
設
で
の
堆
肥
な

ど
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

　
菊
池
管
内
の
堆
肥
化
処
理
施
設
で
、
自

然
発
火
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

堆
肥
の
管
理
状
況
に
よ
っ
て
は
異
常
な
高

温
と
な
り
、
自
然
発
火
の
恐
れ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
日
頃
か
ら
施
設
の
点
検
、
堆
肥

な
ど
の
適
正
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

県
立
青
少
年
の
家
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
小
中
学
校
の
集
団
宿
泊
教
室
以
外
で
も

利
用
で
き
ま
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
グ
の

受
付
は
11
月
30
日
㈮
ま
で

　
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
受
付
が

終
了
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
承
諾

い
た
だ
い
た
受
診
結
果
は
保
健
事
業
に
活

用
し
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
▼
申
請

時
に
国
保
加
入
期
間
が
3
カ
月
以
上
の
人

▼
受
診
時
に
満
年
齢
が
30
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人
▼
国
保
税
完
納
世
帯

※
集
団
健
診
ま
た
は
個
別
健
診
で
特
定
健

診
を
受
診
さ
れ
た
人
は
人
間
ド
ッ
グ
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

持
参
物　
国
民
健
康
保
険
証
、
認
印

受
診
期
限　
12
月
25
日
㈫

九
州
産
廃
㈱
の
溶
融
キ
ル
ン
式

焼
却
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す

　
九
州
産
廃
㈱
の
溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却
施

設
（
菊
池
市
原
地
内
）
は
、
平
成
26
年
3

月
28
日
、
市
・
九
州
産
廃
㈱
・
県
の
三
者

に
よ
る
「
溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却
施
設
に
関

す
る
合
意
書
」、
平
成
26
年
７
月
14
日
に

成
立
し
た
「
溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却
施
設
の

閉
鎖
及
び
こ
れ
に
係
る
補
償
等
に
関
す
る

調
停
」
に
よ
り
、
平
成
30
年
11
月
17
日
㈯

を
期
限
と
し
て
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

　

溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却
施
設
閉
鎖
後
も
、

九
州
産
廃
㈱
に
お
い
て
環
境
保
全
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
、
最
終
処
分
場
に
伴
う
浸

出
水
処
理
な
ど
の
維
持
管
理
が
適
切
に
行

わ
れ
ま
す
。
市
や
県
で
も
関
係
法
令
な
ど

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
地
下
水
な
ど
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

犬
病
予
防
注
射
日
程
等
の
ご
案
内
」
の
は

が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
11
月
11
日
㈰

❶
午
前
９
時
～
9
時
30
分　
七
城
支
所

❷
午
前
10
時
～
10
時
40
分　
市
本
庁
舎

▼
11
月
18
日
㈰

❶
午
前
９
時
～
９
時
30
分　
旭
志
支
所

❷
午
前
10
時
～
10
時
30
分　
泗
水
支
所

料　
金　
（
１
頭
当
た
り
）

▼
集
合
注
射
料　
３
１
０
０
円

※
注
射
済
票
５
０
０
円
含
む
。

▼
新
規
登
録
料　
３
千
円

問
環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

介護予防ミニ講座
～ 手術にともなうトラブルと口腔ケア～
　高齢になると、病気にかかりやすくなり、それに伴う
手術も多くなってきます。
　口の中は、細菌がとても多い場所です。そのため、
がんや心臓外科手術など全身麻酔をして手術をする際
に、人工呼吸のチューブを通って、口の中の細菌が肺
に入り、術後肺炎を起こすことがあります。特にがん
の手術で抵抗力が落ちている状態では、肺炎になりや
すいといわれています。手術がうまくいっても、肺炎で
入院が長引いたり、亡くなる場合もあります。
　手術の前に、歯科でむし歯・歯周病の治療や口腔ケア

（口のクリーニング）を受けることで、口の細菌を減ら
すことができ、肺炎を予防する効果が認められています。

口腔ケアのメリット
・術後感染の減少
・化学療法中の口腔粘膜炎の軽減　 　 　 　 　  ➡

入院日数の短縮や薬の減量など

退院後もかかりつけの歯科医院で継続的な口の健
康管理（口のクリーニング）をすることが重要です。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

新
環
境
工
場
建
設
に
伴
う

道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

　
合
志
市
幾
久
富
地
区
に
建
設
す
る
新
環

境
工
場
の
進
入
口
整
備
の
た
め
、
道
路
の

拡
幅
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工
事
に

伴
う
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
期

間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　
～
平
成
31
年
3
月
15
日
㈮

（
年
末
年
始
を
除
く
）

工
事
場
所　
県
道
住
吉
熊
本
線
の
合
志
市

幾
久
富
二
子
地
区
の
一
部
区
間

問
菊
池
環
境
保
全
組
合
建
設
推
進
課

　
☎
０
９
６（
２
９
３
）２
５
５
５

合
志
川
橋
架
け
替
え
工
事
に
よ

る
道
路
の一部
通
行
止
め

　
合
志
川
橋
架
け
替
え
工
事
の
た
め
、
道

路
の
一
部
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
長

期
に
わ
た
り
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　
11
月
12
日
㈪
～
２
０
２
３
年

3
月
下
旬
ま
で
（
約
４
年
半
）

交
通
規
制　
▼
合
志
川
橋
の
み
通
行
不
可

▼
合
志
川
橋
隣
に
仮
設
歩
道
橋
を
設
置
▼

３
つ
の
バ
ス
停
を
国
道
３
８
７
号
へ
移
設

問
❶
工
事
に
関
す
る
こ
と

　
県
北
広
域
本
部
土
木
部
工
務
課
道
路
班

　
☎（
25
）２
１
６
６

　
❷
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
こ
と

　
熊
本
電
気
鉄
道
㈱
辻
久
保
営
業
所

　
☎
０
９
６（
２
４
２
）４
３
０
０

助
成
額　
検
査
費
用
の
７
割

　
　
　
　
（
上
限
２
万
５
千
円
）

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課
に
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

問
●申
健
康
推
進
課

国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

中
で
体
験
活
動
や
創
作
活
動
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
●申
菊
池
少
年
自
然
の
家

　
☎（
27
）０
０
６
６

　
広
報
き
く
ち
10
月
号
30
ペ
ー
ジ
「
不
動

産
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
」
の
記
事
で
、

７
番
の
公
売
予
定
物
件
の
金
額
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
見
積
価
額　
８
３
，
０
０
０
円

正　
見
積
価
額　
４
５
０
，
１
０
０
円

問 

市
長
公
室
広
報
交
流
係　

　
☎（
25
）７
２
５
２

お
詫
び
と
訂
正

工事場所および交通規制図

工事場所図
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
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募
集

健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率

（
平
成
29
年
度
決
算
）を
公
表
し
ま
す

　
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
決
算
に
基
づ

く
実
質
的
な
赤
字
や
公
社
・
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来
負
担
な

ど
に
よ
る
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
）
を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
財
政
健

全
化
計
画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営

健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

本
市
の
現
状　
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
、
経
営

健
全
化
基
準
と
比
較
す
る
と
健
全
な
状
態

で
す
が
、
今
後
の
事
業
展
開
、
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
現
段
階
以
上
に
将

来
負
担
が
拡
大
し
、
資
金
不
足
が
発
生
す

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
一
層
堅
実

な
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

▼ 

健
全
化
判
断
比
率
は
表
１
、
各
指
標
名

の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶ 

実
質
赤
字
比
率　
一
般
会
計
の
赤
字
の

程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
し
ま
す
。

❷ 

連
結
実
質
赤
字
比
率　
全
て
の
会
計
の

赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

❸ 

実
質
公
債
費
比
率　
借
金
の
返
済
額
な

（表１）健全化判断比率　　　　　　　　　 　　　　　　 （単位：％）

指標名 H29 年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

参　考
H28 年度 H27 年度

①実質赤字
　比率

―　
（△ 1.92） 12.80 20.00 ―

（0.00）
―

（△ 6.52）
②連結実質
　赤字比率

―
（△6.98） 17.80 30.00 ―

（△5.25）
―

（△10.21）
③実質公債
　費比率 8.5 25.0 35.0 8.3 7.7

④将来負担
　比率

―
（△7.7） 350.0 ー

（△ 6.6）
ー

（△ 19.10）

（表２）資金不足比率　　　　　　　 　　 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足
比率

経営健全
化基準

水道事業会計 ―
（△71.4） 20.0

公共下水道事業特別会計 ― 20.0

特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― 20.0

地域生活排水処理事業特別会計 ― 20.0

農業集落排水事業特別会計 ― 20.0

ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

❹ 

将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払

っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
負
担
な
ど

の
、
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い

か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

▼
資
金
不
足
比
率
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

 

❶ 

資
金
不
足
比
率　
公
営
企
業
の
資
金
不

足
を
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率
は
、

菊
池
市
監
査
委
員
意
見
書
を
付
し
て
８
月

28
日
定
例
議
会
で
報
告
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
政
課　
☎（
25
）７
２
０
２

※ ①②④は黒字のため「－」で表示。参考に黒字の比率を「△」で示しています。※ 資金不足が生じていないため「－」で表示し、参考に法適
用企業会計の資金剰余の比率を「△」で示しています。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
「
第
二
の
現
役
」で
新
た
な
仕
事
、同
僚
、

仲
間
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
８
日
㈭
・
22
日
㈭　

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

と
こ
ろ　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対　
象　
本
年
度
中
に
満
60
歳
以
上
に
な

る
人

持
参
物　
筆
記
用
具
、
印
か
ん
、
通
帳
、

会
費
千
円
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
ま

た
は
身
分
証
明
書
）

問
●申（
公
社
）菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　
☎（
25
）３
６
３
３

　
働
く
時
間
や
移
動
に
制
限
が
あ
り
、
仕

事
に
就
く
の
が
難
し
い
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
、
自
宅
で
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

仕
事
内
容　
入
力
、
デ
ジ
タ
ル
採
点
デ
ー

タ
、
デ
ザ
イ
ン
作
成
な
ど
。
パ
ソ
コ
ン
の

貸
し
出
し
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
訓
練
あ
り

（
条
件
あ
り
）。

問
在
宅
就
労
支
援
事
業
団

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）０
７
０
１

自
宅
で
仕
事
を
し
た
い

障
が
い
者
を
募
集
し
ま
す

き
く
ち
楽
習
大
学　

菊
池
川
流
域
の
米
作
り
を
巡
る

　
昨
年
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
菊
池
川

流
域
の
米
作
り
の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
山
鹿
市
と
和
水

町
を
中
心
に
、
日
本
遺
産
の
構
成
要
素
を

貸
し
切
り
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

と　
き　
11
月
28
日
㈬
（
雨
天
決
行
）

　
受
付　
午
前
８
時
50
分
～

　
出
発　
午
前
９
時
～

集
合
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
前

参
加
費　
１
５
０
０
円
（
バ
ス
代
、
昼
食

代
、
保
険
料
含
む
）
※
実
施
日
前
日
以

降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

５
０
０
円

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
10
人

申
込
方
法　
市
長
公
室
広
報
交
流
係
に
あ

る
申
込
書
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

最
終
旅
程
表
の
書
面
交
付
に
よ
り
申
し
込

み
成
立
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他　
添
乗
員
は
同
行
し
ま
せ
ん
が
、

ガ
イ
ド
や
市
職
員
が
各
見
学
場
所
を
案
内

し
ま
す
。

申
込
期
限　
11
月
19
日
㈪
※
先
着
順

実
施
企
画　
㈱
九
州
セ
ブ
ン
観
光
バ
ス

▼ 

熊
本
県
知
事
登
録
旅
行
業
第
２
‐

１
７
１
号

▼
菊
池
市
七
城
町
砂
田
１
４
９
７
‐
１

問
●申
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
事
務
局
（
市

長
公
室
広
報
交
流
係
内
）

　
☎（
25
）７
２
５
２　
Ⓕ（
25
）２
３
２
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

樹
木
管
理
講
習
会
参
加
者
募
集

　

剪
定
の
基
礎
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
、

仲
間
と
一
緒
に
樹
木
剪
定
の
仕
事
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮

　
　
　
　
午
後
２
時
～

米
粉
DE
簡
単
！

お
菓
子
教
室
参
加
者
募
集

　
注
目
の
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
米
粉
で
料

理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
12
月
９
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中
央

公
民
館
調
理
実
習
室

対　
象　
16
歳
以
上
の
人

定　
員　
16
人
程
度
（
先
着
順
）

内　

容　

県
産
米
粉
を
使
っ
た
調
理
教

室
、
試
食
、
米
粉
プ
レ
ゼ
ン
ト

平
成
31
年
度
看
護
学
生
募
集

課
程
・
修
業
年
限
・
定
員

❶
准
看
護
科
・
２
年
・
70
人

❷
看
護
科（
夜
間
定
時
制
）・
３
年
・
40
人

受
付
期
間　

❶
12
月
６
日
㈭
～
18
日
㈫

❷
11
月
15
日
㈭
～
27
日
㈫

試
験
日

❶
12
月
22
日
㈯　
❷
12
月
１
日
㈯

問
●申
大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校　

　
☎
０
９
４
４（
52
）７
６
９
８

第
70
回
熊
日
菊
池
郡
市

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

　

熊
日
郡
市
対
抗
駅
伝
（
男
子
・
女
子
）

の
選
手
選
考
を
兼
ね
た
大
会
で
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
12
月
９
日
㈰　
午
前
10
時
か
ら

順
次
ス
タ
ー
ト
（
午
前
８
時
30
分
集
合
）

と
こ
ろ　
菊
池
市
浄
水
セ
ン
タ
ー

対　
象　
菊
池
市
、
合
志
市
、
大
津
町
、

菊
陽
町
在
住
の
一
般
・
高
校
・
中
学
生
男

女コ
ー
ス　
▼
一
般
・
高
校
男
子
の
部
８
㌔

▼
一
般
・
高
校
女
子
の
部
４
㌔
▼
中
学
生

男
子
の
部
４
㌔
▼
中
学
生
女
子
の
部
４
㌔

申
込
期
限　
11
月
27
日
㈫

申
込
方
法　
社
会
体
育
課
ま
た
は
菊
池
郡

市
体
育
協
会
に
あ
る
申
込
書
を
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ー
ト
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
健
康
維
持
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
あ
る

栄
養
・
運
動
・
休
養
の
知
識
や
運
動
術
を

日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
標
に

し
たBrand new

 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
体

感
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
12
月
～
３
月
の
㈬
㈮（
全
18
回
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階
中
央

公
民
館
お
よ
び
七
城
・
泗
水
公
民
館

対　
象　
20
歳
～
50
歳
未
満
の
人

申
込
期
限　
11
月
30
日
㈮
ま
で
※
㈯
㈰
㈷

除
く
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問
●申
く
ま
も
と
米
粉
講
習
会
事
務
局　

　
☎
０
９
６（
３
５
５
）３
３
８
１

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

職
員
募
集

区　
分　
高
等
学
校
卒
業
程
度

職　
種　
医
療
事
務
（
職
務
経
験
者
）

採
用
予
定
数　
１
人
程
度

受
験
資
格　
▼
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
病
院
な
ど
に
お
け
る

医
療
事
務
の
職
務
経
験
年
数
が
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で
に
通
算
５
年
以
上
の
人
▼

診
療
情
報
管
理
士
の
資
格
を
取
得
し
て
い

る
人
ま
た
は
診
療
報
酬
請
求
事
務
能
力
認

定
試
験
な
ど
に
合
格
し
た
人

試
験
日　
一
次　
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

　
　
　
　
二
次　
平
成
31
年
２
月
中
旬

会　
場　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

受
付
期
間　
11
月
12
日
㈪
～
12
月
21
日
㈮

※
㈯
㈰
㈷
除
く

申
込
方
法　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
に
あ

る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
掲
示
板
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.yojoen.
or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　　
☎（
38
）２
８
２
０

定　
員　
25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
千
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

申
込
期
限　
11
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
健
康
推
進
課
に

あ
る
申
込
書
を
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
●申
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

と
こ
ろ　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定　
員　
25
人
（
先
着
順
）

対　
象　
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
剪
定
作
業
で
の
就
業
を
希
望
す

る
人

申
込
期
限　
11
月
８
日
㈭

問
●申（
公
社
）菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　
☎（
25
）３
６
３
３
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

相
談一人

で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま

す
。
要
予
約
。

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
27
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
11
月
28
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
家
族
が
職
場
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
に

も
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

開
設
期
間　
～
12
月
28
日
㈮　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　
※
㈯
㈰
㈷
除
く

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
合
同
庁
舎
Ａ
棟
９
階

（
熊
本
市
西
区
春
日
２
‐
10
‐
１
）

問
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
６（
３
５
２
）３
８
６
５

講
演
・
講
習

泗
水
幼
稚
園
園
児
募
集

募
集
人
員
（
定
員
90
人
）

　
３
歳
児　
15
人　
４
歳
児　
32
人

　
５
歳
児　
23
人　
※
満
３
歳
児
は
、
誕

生
月
の
翌
月
よ
り
随
時
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　
11
月
30
日
㈮
ま
で

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分　
※
㈯
㈰
㈷
を
除
く
。

入
園
資
格　
平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
25
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

入
園
決
定　
申
込
者
が
募
集
人
員
を
超
え

る
と
き
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

諸
経
費　
保
育
料
、
給
食
費
、
後
援
会

費
、
絵
本
代
な
ど
の
保
護
者
負
担
が
あ
り

ま
す
。
保
育
料
は
家
庭
の
住
民
税
に
応
じ

て
算
定
し
ま
す
。

入
園
手
続
き　
幼
稚
園
に
あ
る
入
園
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

★
あ
そ
び
に
お
い
デ
ー
★

　
園
で
の
様
子
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も

は
遊
び
体
験
、
保
護
者
に
は
園
の
概
要
説

明
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
27
日
㈫

受
付
：
午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ　
泗
水
幼
稚
園

※
見
学
後
は
自
由
解
散

問
●申
泗
水
幼
稚
園

☎（
38
）２
７
０
９

【
認
定
こ
ど
も
園
】

願
書
提
出
先　

入
園
し
た
い
こ
ど
も
園

（
菊
池
み
ゆ
き
こ
ど
も
園
・
双
羽
幼
稚
園
・

菊
池
幼
稚
園
）
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
開
始
時
期
は
園
ご
と
に
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
入
園
し
た
い
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
認
定
申
請
書
受
付
期
間　
願
書
受
付

開
始
日
～
11
月
30
日
㈮

　
願
書
受
け
付
け
後
、
入
園
内
定
を
受
け

た
人
に
園
を
通
じ
て「
支
給
認
定
申
請
書
」

を
送
付
し
ま
す
（
申
請
書
は
園
に
提
出
）。

保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税

に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

継
続
入
園
の
場
合　
現
在
在
籍
し
て
い
る

園
で
「
支
給
認
定
申
請
書
」
を
受
け
取
り
、

園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■対象施設一覧（順不同）
名　称 電話番号 経営

菊之池保育園 （25）3304 公立
花房保育園 （25）3223 公立

菊池第２さくら幼楽園 （25）2918 私立
菊池幼楽園 （25）3035 私立

ルンビニ保育園 （25）3236 私立
あすなろ保育園 （23）4006 私立

菊池ひかり保育園 （25）3419 私立
菊池さくら保育園 （24）3880 私立
菊池乳児保育園 （24）3848 私立

砦保育園 （25）2270 私立
加茂川保育園 （25）3208 私立
清泉保育園 （26）4070 私立

北合志保育園 （37）2809 私立
新明保育園 （37）3126 私立
川辺保育園 （37）2438 私立

泗水東保育園 （38）3350 私立
富原保育園 （38）2252 私立
吉富保育園 （38）3795 私立
田島保育園 （38）2802 私立
福本保育園 （38）4651 私立

菊池みゆきこども園 （25）3602 私立
双羽幼稚園 （24）0467 私立
菊池幼稚園 （25）4458 私立

　
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
保
育
所
・
認

定
こ
ど
も
園
へ
新
規
に
入
所
を
希
望
す
る

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
所
】

  受
付
期
限　
11
月
30
日
㈮

必
要
書
類　
▼
入
所
申
込
書
（
支
給
認
定

申
請
書
）
▼
父
母
・
同
居
の
祖
父
母
の
就

労
証
明
書
な
ど
（
60
歳
以
上
の
人
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）
▼
保
育
所
入
所
に
関
す
る

確
認
票
（
同
意
書
）

提
出
先　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課

入
所
基
準　
▼
１
カ
月
に
64
時
間
以
上
労

働
し
て
い
る
▼
母
が
出
産
予
定
ま
た
は
１

歳
未
満
の
下
の
子
ど
も
を
家
庭
保
育
し
て

い
る
▼
病
気
や
け
が
、
障
が
い
が
あ
る
▼

同
居
の
親
族
を
介
護
・
看
護
し
て
い
る
▼

求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
入
所
後
３
カ

月
以
内
の
就
労
が
条
件
）
▼
そ
の
他
市
長

が
認
め
た
場
合

保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税

に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

そ
の
他　
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
第
１

希
望
に
入
所
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

継
続
入
園
の
場
合　
現
在
在
籍
し
て
い
る

保
育
所
で
書
類
を
受
け
取
り
、
保
育
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

問
子
育
て
支
援
課  

☎（
25
）７
２
１
４

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
、
人
間
関
係

で
悩
ん
で
い
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
心
配
に
つ
い
て
相
談
く
だ
さ
い
。
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

と　
き　
11
月
21
日
㈬　
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
受
付
：
３
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

対　
象　
主
に
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
人
と

そ
の
家
族
、
支
援
者
な
ど

問
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
～

　
☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

県
子
ど
も・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
出
張
相
談
会
in
菊
池

と　
き　
11
月
20
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
2
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
※
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

科　
目　
❶
溶
接
加
工
科
・
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
・
生
産
設
備
保
全
技
術
科
・
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
・
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス

科　
❷
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科

訓
練
場
所　
❶
合
志
市
須
屋　

　
　
　
　
　
❷
合
志
市
幾
久
富　

募
集
期
限　
❶
11
月
29
日
㈭　

　
　
　
　
　
❷
11
月
26
日
㈪

訓
練
期
間　
❶
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
～

２
０
１
９
年
6
月
27
日
㈭　
❷
12
月
27
日

㈭
～
平
成
31
年
３
月
28
日
㈭ 

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

く
ま
も
と
子
ど
も・

若
者
よ
り
そ
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と　
き　
11
月
25
日
㈰　
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央
区
手

取
本
町
８
‐
９
）

 

問
県
子
ど
も
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

募集種目 資　格 受付期間
自衛官候補生

（男子・女子） 18 歳以上 33 歳未満の人 通年

陸上自衛隊高等
工科学校生徒

推薦 男子で中卒（見込含）17 歳未満の成績優秀かつ生徒会活動などに
顕著な実績を修め、学校長が推薦できる人

11 月１日㈭
～ 11 月 30 日㈮

一般 男子で中卒（見込含）17 歳未満の人 11 月１日㈭
～平成 31 年１月７日㈪

貸費学生 技術
大学の理学部、工学部などの３・４年次または大学院（専門職大学
院を除く）修士課程在学（正規の修業年限を終わる年の４月１日現
在で 26 歳未満（大学院修士課程在学者は 28 歳未満））の人

11 月１日㈭
～平成 31 年１月７日㈪

平成30 年度自衛官等募集 問●申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所 ☎ (24)2772
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用を記載していないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス番号　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968( 山鹿市、玉名市、荒尾市、和水町、南関町、玉東町、長洲町も同じ）
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

イ
ベ
ン
ト

　
菊
池
市
、
合
志
市
、
大
津
町
、
菊
陽
町

の
直
売
所
・
物
産
館
お
よ
び
観
光
施
設
を

対
象
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
店
舗
に
あ
る
応
募
用
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期　
限　
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫

菊
池
地
域
の
直
売
所
、観
光
施

設
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
市
民
に
開
か
れ
た
分
か
り
や
す
い
議
会

を
目
指
し
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
年
は
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
も
予
定

し
て
い
る
た
め
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
後
の

議
会
活
動
に
生
か
す
た
め
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
直
接
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
19
日
㈪　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
七
城
公
民
館

問
議
会
事
務
局　
☎（
25
）２
３
２
５

議
会
報
告
会

と　
き　
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰

　
受
付　
午
前
10
時

　
開
式　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

で
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
市
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
人　
※
対
象
者
に
は
10
月

下
旬
に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
案
内

が
届
い
て
い
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

菊
池
市
成
人
式

11
月
の
内
容

１
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

８
日
㈭　
子
育
て
講
座

15
日
㈭　
七
五
三
の
袋
作
り

22
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

29
日
㈭　
避
難
訓
練（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
な
ど
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円
。

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

と　
き　
11
月
９
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

問
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
梅う

め

原は
ら

司し

平へ
い

さ
ん
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

　
55
歳
以
上
の
求
職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

求
職
登
録
者
）
を
対
象
に
無
料
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

問
●申
（
公
社
）
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会　

　
☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

講　習 開始日 修了日 申込期限 場　所

清掃スタッフ １１月２７日㈫ １１月２８日㈬ １１月１９日㈪ 玉名市
文化センター

施設・交通
誘導警備 １２月３日㈪ １２月５日㈬ １１月２２日㈭ 菊陽町

中央公民館
フォークリフト

運転技能 １２月１１日㈫ １２月１４日㈮ １１月３０日㈮ コベルコ教習所㈱
熊本教習センター

パソコン
ビジネス

平成31年
1月8日㈫

平成31年
1月16日㈬ 12月25日㈫ 熊本県

総合福祉センター
パソコン
ビジネス

平成３1年
１月１７日㈭

平成３1年
１月２４日㈭

平成３1年
１月８日㈫

宇城市インダ
ストリアル研修館

※詳しくは熊本県シルバー人材センター連合会のホームページに掲載して
います。

　
来
年
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
１
９

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
」

の
出
場
枠
を
か
け
た
大
会
で
す
。

と　
き　
11
月
30
日
㈮
～
12
月
９
日
㈰

と
こ
ろ　
県
立
総
合
体
育
館
、
八
代
市
総

合
体
育
館
、
山
鹿
市
総
合
体
育
館

　
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
詳
し
く
は
「
２
０
１
９

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」
で
検
索
。

問
熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
５
８

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
選

手
権
が
熊
本
で
開
催
！

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
名
所
史
跡
な
ど
を
巡

り
な
が
ら
菊
池
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
せ
ん

か
。
沿
道
で
の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
18
日
㈰　
午
前
８
時

と
こ
ろ　
旭
志
支
所
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
地
点
）

通
過
点　
四
季
の
里
旭
志
～
水
の
駅
～
円

通
寺
～
鞠
智
城
～
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
～

道
の
駅
泗
水
～
道
の
駅
旭
志

申
込
方
法　
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
熊
本
県　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
」で
検
索
。

問
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係　

　
☎（
25
）７
２
５
０

菊
池
ラ
イ
ド
２
０
１
８
開
催
！

と　
き　
11
月
17
日
㈯　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
有
働
病
院

内　
容　
菊
池
第
二
さ
く
ら
幼
楽
園
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
一い
ち
ノの

瀬せ

た
け
し
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
作
業
療
法
デ
イ
ケ
ア
作
品
展

示
販
売
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
菊
池
有
働
病
院　
☎
（
25
）３
１
４
６

菊
池
有
働
病
院
秋
ま
つ
り

　
長
生
き
は
お
口
の
健
康
か
ら
！
こ
の
機

会
に
お
口
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
11
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　
菊
池
郡
市
歯
科
医
師
会
館

内　
容　
歯
科
健
診
・
相
談
、
栄
養
相
談
、

フ
ッ
化
物
洗
口
、
虫
歯
菌
発
見
コ
ー
ナ
ー
、

歯
科
衛
生
士
学
生
に
よ
る
劇
な
ど

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係　

　
☎（
25
）７
２
１
９

第
32
回
歯
と
お
口
の
健
康
展

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定
多

数
の
人
か
ら
資
金
を
募
り
、
自
分
が
実
現

し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調
達
を
行

う
手
段
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
❶
11
月
19
日
㈪　
初
心
者
向
け

勉
強
会　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

❷
実
践
勉
強
会　
午
後
３
時
～
５
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中
央

公
民
館
中
研
修
室

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

定　
員　
50
人
程
度

申
込
期
限　
11
月
12
日
㈪

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
事

務
局　
村
上　

　
☎
０
９
０（
４
９
０
０
）４
８
４
１

Ⓜtm
urakam

i.kikuchicity@
gm

ail.
com

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

勉
強
会
を
開
催

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
身
近
な

外
国
籍
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
12
月
１
日
㈯　
午
前
10
時
30
分

集
合
場
所　
市
本
庁
舎
正
面
玄
関

内　
容　
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
交

流
ラ
ン
チ
（
予
定
）

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

フ
ァ
ン・デ
イ（
国
際
交
流
会
）

　
市
民
、
団
体
、
関
係
機
関
、
行
政
が
一

体
と
な
り
地
域
の
防
災
力
を
工
場
す
る
た

め
、
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
18
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
菊
之
池
小
学
校

主
な
内
容　
初
期
消
火
、
救
急
法
訓
練
、

は
し
ご
車
の
試
乗
・
展
示
な
ど

問
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３

菊
池
市
総
合
防
災
訓
練

と　
き　
11
月
10
日
㈯　
午
前
10
時
開
演

　
※
午
前
９
時
30
分
開
場

と
こ
ろ　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
山

第
３
回
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
市
民
公
開
講
座

　
里
親
制
度
と
は
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
、
ま
た
は
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
に
、
温
か
い
愛

情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ
た
家
庭
環
境
で

の
養
育
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。
里
親
の

こ
と
を
知
り
た
い
人
、
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
21
日
㈬　
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階
中
央

公
民
館
視
聴
覚
室

内　
容　
社
会
的
養
護
の
現
状
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

視
聴
、
里
親
制
度
説
明
、
個
別
相
談

※
説
明
会
後
も
随
時
、
個
別
説
明
や
相
談

に
応
じ
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

　
児
童
養
護
施
設
愛
隣
園

　
☎（
43
）２
７
７
３

　
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
６（
３
８
１
）４
４
５
１

里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

里
親
制
度
説
明
会

食
品
適
正
表
示
推
進
者
講
習
会

　
講
習
会
を
受
講
し
た
人
を
「
食
品
適
正

鹿
市
山
鹿
９
８
７
番
地
３
）

内　
容　
乳
が
ん
の
予
防
・
診
断
・
治
療

に
関
す
る
講
演
会

講　

師　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
医

師
、
看
護
師
、
山
鹿
市
保
健
師

問
●申
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎（
44
）２
１
８
５

表
示
推
進
者
」と
し
て
県
が
登
録
し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
食
品
適
正
表
示
推
進
者
は
、

各
事
業
所
で
食
品
の
表
示
に
関
す
る
正
確

な
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
12
月
６
日
㈭　

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
50
分

と
こ
ろ　
県
庁
地
下
大
会
議
室
（
熊
本
市

中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
18
‐
１
）

内　
容　
食
品
表
示
法
、
景
品
表
示
法
、

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
な
ど

申
込
期
限　
11
月
27
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

 

問
●申
（
一
社
）
熊
本
県
食
品
衛
生
協
会　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
７

　
Ⓕ
０
９
６（
３
８
７
）０
１
６
７

定　
員　
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
日
本
人
の
み
）

申
込
期
限　
11
月
22
日
㈭

申
込
方
法　
市
長
公
室
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
長

公
室
広
報
交
流
係
内
）　

　
☎（
25
）７
２
５
２　
Ⓕ（
25
）２
３
２
２

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所　
き
く
ち
観
光
物
産

館
、
道
の
駅
旭
志
、
道
の
駅
泗
水
、
道
の

駅
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
、
き
く
ち
の
ま
ん

ま
菊
池
店
、
き
く
ち
渓
谷
館
、
菊
池
渓
谷

水
の
駅
、
菊
池
温
泉
観
光
旅
館
組
合
員
の

旅
館
お
よ
び
ホ
テ
ル
、
合
志
市
、
大
津
町
、

菊
陽
町
各
所
。

問
県
北
広
域
本
部
農
業
普
及
・
振
興
課　

　
☎（
25
）４
２
７
３
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←フェイスブック QRコード
菊池市  協力隊

vol.20

【 

聞
き
手 

】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー　
伊い

藤と
う 

亮り
ょ
う

移
住
・
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

草く
さ

野の 
優ゆ

う

二じ

さ
ん

◀ 

こ
だ
わ
り
の
ダ
ッ
チ

コ
ー
ヒ
ー
と
と
も
に

コ
ー
ヒ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
町
お
こ
し

自
身
も
空
き
家
バ
ン
ク
で
入
居

　
住
居
情
報
を
移
住
希
望
者
に
紹
介
す
る
制
度「
空

き
家
バ
ン
ク
」を
介
し
、空
き
家
の
所
有
者
と
移
住

希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
手
伝
う
仕
事
を
担
当
。
各

地
域
の
区
長
か
ら
情
報
を
聞
き
取
り
、新
た
な
物

件
を
探
し
て
い
る
ほ
か
、実
際
に
空
き
家
の
内
部
も

調
査
し
て
い
ま
す
。「
移
住
と
い
う
人
生
の
節
目
に

立
ち
会
え
る
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
ね
」

　

実
家
は
京
都
で
創
業
72
年
目
の
喫
茶
店
。
店
を

手
伝
っ
て
い
た
経
験
を
生
か
し
、コ
ー
ヒ
ー
に
関
連

す
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
10
月
に
は
キ
ク
ロ
ス

で
市
内
の
店
が
日
替
わ
り
で
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
す
る

「
コ
ー
ヒ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」を
企
画
。
2
日
目
に
は
自

身
も
出
店
し
、自
慢
の
一

杯
を
淹
れ
ま
し
た
。「
焙

煎
や
ブ
レ
ン
ド
な
ど
、飲

む
だ
け
で
は
な
い
コ
ー

ヒ
ー
の
楽
し
み
方
を
菊

池
に
広
め
た
い
。
定
期

的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で

き
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

約12時間かけて抽出した、こだ
わりのダッチコーヒー

 「Android」の場合 ⇒Google Playから
　「iPhone」や「iPad」の場合 ⇒App Storeから
　「HP Reveal」と検索してインストールします。

 画面下部中央の をタップして、「 」のマーク
がある写真にカメラをかざすと動画を見ることが
できます。

 カメラが起動したら、画面下部中央にある をタッ
チして、チャンネル検索窓に「癒しの里 菊池」と入
れてFollowします。

 HP Revealを起動後に表示されるイントロ画面を
数回スワイプし、ログインページまで移動します。
ログイン画面上にある「Skip」をタッチしてください。

（アカウント作成が必要な場合があります）

動画の視聴方法
広報写真が動き出す！？

　龍門の農家が丹精込めて栽培した農産物（原木しいた
けや米など）の競り市が行われるほか、ステージイベン
トや青空市場、農産物の新鮮朝取りコーナーなど楽しい
イベントが盛りだくさん。秋の行楽シーズンにぜひ龍門
へお越しください。
と　き　11月18日㈰　午前９時40分～
ところ　竜門ダムエントランス広場
問龍門ふるさとまつり実行委員会　松

ま つ

山
や ま

☎090（9576）5936

第32回龍門ふるさとまつり

　月に２回、泗水公民館で書の技の向上と書く楽しさを
求めて活動しているグループの書展です。本に囲まれ
た静かな空間の中でバラエティーに富んだ書をお楽し
みください。来場をお待ちしています！
と　き　11月13日㈫～12月９日㈰　
　　　　泗水図書館開館時間中　※最終日は正午まで
ところ　泗水図書館
問林

はやし

　☎0968（38）3308

天鴻グループ泗水書展

　25cm 角の的に向い、胸式と腹式を使い、１m20cm
の筒から天を吹く、静のスポーツです。心を落ち着かせ
ストレス解消にもなります。
と　き　㈪、㈭、第２・第４㈯（祭日除く） 午後１時～３時
ところ　西部市民センター
参加費　無料
その他　用具準備のため、事前連絡をお願いします。
問●申（一社）日本スポーツ吹矢協会　熊本菊池中央支部
支部長　公認指導員　眞

ま な

部
べ

　
☎090（3835）0289

スポーツ吹矢教室

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。多
数の申し込みをお待ちしています。
と　き　11月25日㈰　午後２時～
ところ　チムチム（隈府1298）
参加費　男性3,000円　女性2,000円
※参加人数が少ない場合は婚活パーティーを開催でき
ない場合があります。詳しくはお問い合わせください。
問●申中

な か

尾
お

　☎080（5203）1586

楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

と　き　11月25日㈰ 午前９時30分～
ところ　一心行公園パークゴルフ場
対象者　市内在住および市内の職場に勤務している人
　　　　（初心者大歓迎です）
参加費　一人　1,000円
賞　品　各種あり
申込期限　11月15日㈭
申込方法　直接または電話
問●申菊池パークゴルフ協会事務局　越

お お

猪
い

☎090（7296）2748

第10回菊池市民パークゴルフ大会
参加者募集

　地域の方々のご支援に感謝を込めて今年も楽しいア
トラクションや抽選会のほか、おいしいフードメニューや
米粉ニラ餃子、野菜なども販売します。皆さんぜひ遊び
に来てください。
と　き　11月23日㈮㈷　午前10時30分～午後２時
ところ　菊池市社会福祉協議会七城支所駐車場
駐車場　ハクゾウメディカルテクノスさん駐車場
問障害者支援施設居屋敷の里　後

ご

藤
と う

・吉
よ し

富
と み

☎0968（24）5210

第21回居屋敷の里交流会

　脳血管障がいでいろいろな悩みを抱えている皆さん
と共にお話をしませんか？毎月第２・第４㈪実施。気軽に
話せる場を持ちたい方の参加をお待ちしています。
と　き　11月第２・第４㈪ 午後１時～３時
ところ　菊池老人福祉センター
入館料　60歳以上100円
　　　　障がい者手帳１～３級お持ちの方　無料
　　　　障がい者手帳４～７級お持ちの方　150円
その他　入浴可。当日参加、代理の方の参加もＯＫ
問林

はやし

　☎090（3324）3764  Ⓕ24-4481

脳血管障がい者のつどい

　司会にタレントの太
お お

田
た

弘
ひ ろ

樹
き

を迎え、エイサー演舞（泗
水西小）や吹奏楽演奏（泗水中）、バルーンアート、ダンス、
MICAライブなどのステージイベントを行います。ひだ
まりマルシェ、PlayStation４などが当たる抽選会もあ
りますよ。多数のご来場お待ちしています。
と　き　11月10日㈯　午前10時～午後１時
ところ　障がい者支援施設サニーサイド
※近隣に駐車スペースを用意しています。
問サニーサイド秋まつり実行委員会
☎0968（38）4448

サニーサイド秋まつり

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※ 投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

　今年は菊芋・ヤーコン堀り大会を開催。ヤー
コンについて調査・研究をしている東海大学
の教授による講座や座禅体験などもあります。

　紅葉で彩る菊池渓谷の写真を 下記の の手
順で投稿して、癒

いや

しの里菊池を発信しませんか。
市公式のインスタグラム「kikuchicity」をフォロー
 菊池渓谷で撮影した写真に「＃癒しの里菊池」のハッシュ
タグを添えてインスタグラムに投稿

と　　き　 ❶12月９日㈰　❷12月15日㈯
　　　　　両日ともに午前９時50分～午後４時20分
集合場所　市本庁舎正面玄関
参 加 料　3,000円、小学生以下1,500円
　　　　　（菊芋・ヤーコン各１㌔、昼食代含む）
定　　員　25人（先着順）
申込期限　❶11月29日㈭　❷12月６日㈭

きくち観光物産館 ☎（25）５４７７

応募期間　11月30日㈮まで
応募資格　 応募写真を市公式インスタグラムに転載す

ることを承諾する人
特　　典　 ▶菊池渓谷で先着300人に粗品をプレゼント
　　　　　▶抽選で２人に菊池米２㌔をプレゼント

市長公室広報交流係 ☎（25）7252

菊芋・ヤーコン収穫体験ツアー

菊池渓谷インスタグラムキャンペーン

菊芋

ヤーコン
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

vol.51

七城中学校

菊池南中学校

道な活動で社会に貢献地８月31日

生徒の取組が社会貢献につな
がりました

みんなで集めたアルミ缶

　全校生徒が協力し、この日までにアルミ缶７．８㌕、
ペットボトルのキャップ71.８㌕を回収しました。缶
の収益金は募金予定で、キャップでポリオワクチン
約17人分を発展途上国に送りました。また、ベル
マークは約6000点集まり、サッカーボールとバド
ミントンのシャトルを購入できました。

唱コンクールで心をひとつに合 10月２日

練習の成果を発揮して見事な歌声を披露しました

　菊池市文化会館で校内合唱コンクールを開催し
ました。各クラスは指揮者を中心に練習を重ね、当
日は最高の歌声を会場に響かせることができました。
審査員の教師は「南中の伝統と底力を感じた」や「今
日のような素晴らしい合唱ができる南中の生徒は
菊池の宝」などと振り返りました。

　１、２年生と高齢者が交流会を行いました。老人
会の人たちや児童のおじいちゃん、おばあちゃんら
約80人が参加。竹馬、お手玉、水鉄砲など７種類
の昔遊びを楽しみました。「家でもお手玉をしたい」、

「帰ったら水鉄砲を作ってもらう」と、児童はたくさ
んの昔遊びが楽しめて大満足でした。

９月26日

手づくりの水鉄砲で一緒に遊
びました

竹馬にチャレンジ

齢者と昔遊びで交流高
菊池北小学校

　ロンドンパラリンピックのゴールボールで金メダ
ルを獲得した浦

うら

田
た

理
り

恵
え

選手を迎え、講演会「困難は、
神様からのプレゼント」を行いました。病気で失明
後、困難に立ち向かいパラリンピック選手になれた
話に、児童は「絶対に夢を諦めないという言葉に勇
気をもらいました」と話しました。

９月20日

間近で見る金メダルやボール
を触らせてもらいました

実際にゴールボールを体験

切なことを学んだ教育講演会大
隈府小学校

　花房公民館で月１回「花房ふれあいサロン」が行
われています。社会福祉協議会や民生委員・児童委
員の企画のもと、児童も一緒に高齢者が喜ぶこと
を考えて実施。児童は高齢者とダンスを踊ったほか、
あやとりを教えてもらうなど、参加者とのふれあい
を通して心の成長を続けています。

６月６日、９月５日

あやとりで楽しく交流ダンスで高齢者とふれあいま
した

齢者とサロンで交流高
花房小学校

体
育
大
会 

10
月
２
日

　

台
風
の
接
近
で
10
月
2
日
に
順
延
と
な
り
ま
し
た

が
、
５
学
科
対
抗
で
青
春
の
汗
を
流
し
ま
し
た
。
菊

農
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
俵
上
げ
」
は
、
男
子
30
㌕
・
女

子
10
㌕
の
俵
を
頭
の
上
ま
で
持
ち
上
げ
、
誰
が
一
番

長
く
持
ち
続
け
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
す
。
今
年
も
一

番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

２
年
生
現
場
実
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

▼ 

10
月
12
日
〜
19
日
（
７
泊
８
日
）

　

農
業
科
、
園
芸
科
、
畜
産
科
学
科

▼
10
月
15
日
〜
19
日
（
５
日
間
）

　

食
品
化
学
科
、
生
活
文
化
科

　

農
業
科
、
園
芸
科
、
畜
産
科
学
科
は
生
産
者
の

家
に
泊
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
体
験
。
食
品

化
学
科
、
生
活
文
化
科
は
製
菓
や
製
パ
ン
、
保
育

や
福
祉
・
医
療
の
現
場
で
学
び
ま
し
た
。
学
校
で

は
学
べ
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

製菓店での実習 菊農一の豪腕は誰だ！

水
泳
部
３
人
が
九
州
大
会
に
出
場

　

９
月
に
行
わ
れ
た
全
九
州
高
等
学
校
新
人
水
泳
競

技
大
会
に
３
人
が
出
場
。
出
場
し
た
２
年
の
有あ

り

村む
ら

彩さ
や

花か

さ
ん
は
「
２
種
目
と
も
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
来
年

の
総
体
で
は
悔
い
が

残
ら
ぬ
よ
う
完
全
燃

焼
し
た
い
で
す
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

冬
季
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
は
、
今
や
る
べ

き
こ
と
を
明
確
に
し

て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

全
国
選
抜
高
校
錬
成
大
会
を
開
催

　

23
回
目
と
な
る
全
国
高
校
剣
道
錬
成
大
会
が
９

月
15
〜
17
日
の
３
日
間
、
市
内
の
各
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
菊
池
高
校
剣
道
部
Ｏ

Ｂ
会
が
主
催
し
、
和
歌
山
県
か
ら
沖
縄
県
ま
で
、

63
校
・
約
６
０
０
人
の
高
校
剣
士
が
菊
池
に
集
い
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
県
で
行
わ
れ
た
玉
竜
旗
高
校
剣
道

大
会
で
は
、
１
年
生
の
森も

り

大や
ま
と和
さ
ん
が
見
事
５
人

抜
き
を
果
た
し
ま
し
た
。「
始
め
か
ら
狙
っ
て
い
ま

し
た
」
と
言
う
通
り
、
１
年
生
で
堂
々
と
し
た
戦

い
ぶ
り
で
、「
来
年
は

10
人
抜
き
ま
す
」
と

次
年
度
の
大
会
に
向

け
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

孔
子
公
園
で
体
育
発
表
会
を
開
催

　

今
年
は
新
校
舎
建
設
が
始
ま
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

使
用
で
き
な
い
た
め
、
９
月
23
日
に
孔
子
公
園
で

体
育
発
表
会
を
開
催
。
大
勢
の
観
客
の
前
で
応
援

団
演
舞
や
集
団
行
動
、
日
本
剣
道
形
、
華
麗
な
る

バ
ト
ン
の
演
舞
、
創
作
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。
全
校
生
徒
に
よ
る｢

き
く
ち
女
子
舞｣

の
公

式
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

き
く
ち
秋
ま
つ
り
で｢

き
く
ち
女
子
舞｣

披
露

　

全
校
生
徒
で
参
加
し｢

き
く
ち
女
子
舞｣

を
披

露
し
ま
し
た
。
菊
池
市
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

｢

菊
池
の
里｣

に
あ
わ
せ
、
菊
池
へ
の
愛
と
誇
り
を

込
め
て
踊
り
ま
す
。
菊
池
の
美
し
さ
や
魅
力
を
世

界
に
発
信
し
た
い
と
学
校
長
が
発
案
し
、
本
校
郷

土
芸
能
部
の
芳ほ

う

瞠ど
う

宣せ
ん

哉や

先
生
が
振
り
付
け
を
担
当
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
衣
装
も
現
在
制
作
中
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
踊
っ
て
い
き
ま
す
。

左から稲
いな

田
だ

風
ふう

太
た

さん（２年）、有
あり

村
むら

彩
さや

花
か

さ
ん（２年）、平

ひら
川
かわ

慎
しん

之
の

助
すけ

さん（２年）

菊池農業高校
☎0968（38）2621

菊池高校
☎0968（25）3175

菊池女子高校
☎0968（25）3032問い合わせ先

　菊農最大のイベントを今年も開催します。
生徒が実習で栽培したメロン、タマネギ苗、シ
クラメンなどの農産物や
ハムやソーセージなどの
加工品を販売。学習成果
の発表や展示もあります。

森
もり

大
や ま と

和さん（１年）

秋まつりのようす 孔子公園で体育発表会

　菊女の学園祭です。午前は体育館でファッ
ションショーやコンサートなどを、午後は校舎
やグラウンドで各クラスが個性あふれる模擬
店を出店します。

市内３高校の魅力を伝えます！
今月は３校それぞれの2学期
の活動やイベント情報をお
伝えします。
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　市役所の市議会議場で開催し、市内の5中学校から21人
の生徒が参加。子ども議員が日常で感じた疑問や要望を市
の執行部に質問し、「子どもたちと高齢者の交流の機会を増
やしては」など10件の意見を発表しました。

参加した生徒は「緊張したけれど貴重な経験ができた。これからも
まちのために何ができるか考えていきたい」と振り返りました

中学生が議会を疑似体験
８月10日　平成30年度菊池市子ども議会

　第8回全日本女子〈小学生・中学生〉軟式野球九州大会兼
第7回ろうきん杯大会が水前寺野球場などで行われ、中学
生の部で熊本県チーム(熊本暴れん坊ガールズクイーンズ)
が優勝。チームには泗水中学校の生徒2名も出場しました。

川
かわ

上
かみ

樹
この

香
か

さん(泗水中1年)（前列右端）と松
まつ

田
だ

麻
ま

衣
い

さん（泗水中3年）
（後列右から3番目）が出場。見事栄冠を勝ち取りました

県のチームが全国大会で優勝
８月18日、19日　全日本女子軟式野球大会

　山鹿市カルチャースポーツセンター駐車場で開催され、
県内各地から26チームが出場。７月29日に開催された菊池
市支部大会で優勝した第７分団が本市代表として出場し、息
の合った操法で日頃の訓練の成果を披露しました。

輝かしい成績に笑顔を見せる団員。木
きの

下
した

彰
あきら

選手（今）（右端）は指揮
者の部で優秀選手賞を受賞しました

菊池市消防団第７分団が３位入賞
９月２日　第31回熊本県消防操法大会

　菊池北小学校の4年生50人が迫間川で水質・水生生物の
調査を行いました。菊池川河川事務所や菊池地区広域協定
運営委員会の会員も参加。見つけた生物の発表をしたほか、
水のにごりの調査などを行いました。

児童からは「ジュースなどで川がにごることがわかった」といった意
見が出されるなど学びを深めました

菊池北小の子どもたちが現地調査
９月19日　水質・水生生物調査

　グループホーム大平で敬老会が開催されました。日本舞
踊教室「きみノ会」の子どもたちが舞いを披露したほか、同
ホームの牧

まき

俊
とし

郎
ろう

代表（深川）がバナナの叩き売りを実演。観
覧していた高齢者や家族は大喜びでした。

家族や職員らとともに全員で記念撮影。入所者たちは楽しい時間を
過ごしました

入所者たちの敬老会
９月17日　グループホーム大平

　泗水ホールで金婚夫婦表彰式が開催されました。今年は
117組の夫婦が金婚を迎え、８４組が参加。旧友との再会を
懐かしむ姿も多く見られ、50年の節目を祝う人たちで会場
は大いに賑わいを見せました。

代表で表彰状と記念品を受け取る
にし

口
ぐち

功
こう

六
ろく

さん・壽
ひさ

子
こ

さん夫妻（間
所）

いつまでも仲睦まじく
９月８日　金婚夫婦表彰式

　農業を営む上
うえ

野
の

智
とも

美
み

さん（大琳寺）が千畳河原に観光案
内看板を設置しました。周辺の観光スポットがイラストで紹
介され、分かりやすいと好評。上野さんはもみじや桜の苗木
の植栽など、地域の観光振興に取り組んでいます。

「少しでも地域の活性化につながればうれしい」と笑顔を見せる上野
さん。夏季は千畳河原で農園カフェを営業しています

看板で観光客をおもてなし
８月30日　千畳河原に観光案内看板設置

　子どもたちの健やかな成長の手助けや集中力、協調性を
身につけさせることを目的に北原区が実施しており今年で４
回目。区内の児童約20人が参加し、互いに教え合いながら
習字や夏休みの宿題などに取り組みました。

学習後は紙芝居グループ「妻篭座」が登場。紙芝居とマジック、演奏
を披露しました。マジックの種明かしに児童たちは興味津々

地域で取り組む夏休み学習会
８月8日、９日　北原区公民館

熊本ヴォルターズ選手が指導
８月19日　バスケットボールクリニック

　青少年にプロ選手の技術を体感してもらおうと東京ドー
ムスポーツが主催。柿

かき

内
うち

輝
き

心
しん

選手、菊
きく

池
ち

広
ひろ

明
あき

選手が約60人
の小中高生を指導しました。参加者はプロ選手のスピード
感溢れるパスやシュートに目を輝かせていました。

実技を交えてのポイントや注意点の説明の後は、すぐに実践練習

　玉祥寺区の夏祭りと、震災の犠牲者の鎮魂と復興を祈る
「玉祥寺万灯会」が同時開催されました。カラオケや手持ち
花火のほか、近隣の春日神社では影絵も披露。新たに誕生
した玉祥寺の盆踊りもお目見えし、夏の夜を彩りました。

玉祥寺の本堂や春日神社などに並べられたろうそくによって浮かび
上がる幻想的な光景

震災復興の願いを込めて
８月15日　玉祥寺万灯会・夏祭り

　今年も「熊本県下最大１．５尺玉」をテーマに開催されまし
た。上空４００㍍で直径４００㍍に広がる巨大な打ち上げ花火
は県北では泗水地区のみ打ち上げ可能です。祭りの最後に、
泗水の夜空に大輪の花を咲かせました。

ステージではさまざまな団体によるダンスや
牛乳早飲み大会、ライブなども行われました

泗水の夜空に１.5尺玉の大輪
８月14日　しすい孔子公園夏まつり

　市中央図書館で開催し、市内外から50人以上が参加。人
気雑誌「月刊ソトコト」編集長の指

さし

出
で

一
かず

正
まさ

さんをゲストに迎
えてのスペシャルトークでは、先進的なまちづくりの事例が
紹介され、参加者は熱心に聞き入っていました。

フューチャーラボKIKUCHIは、各分野で活躍する講師陣を迎えて全
６回開催されます

若者のまちづくりを応援！
９月１１日　フューチャーラボKIKUCHI
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※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

相
あい

澤
ざわ

玲
れ

奈
な

（泗水小３年）

ひろ

田
た

裡
り

子
こ

（菊之池小４年）
百
もも

﨑
さき

紗
さ

羽
わ

（隈府小５年）

上
うえ

野
の

響
ひび

暉
き

（菊池南中３年）
藤
ふじ

川
かわ

千
ち

華
か

（ルーテル学院中２年）
上
うえ

野
の

響
おと

愛
あ

（菊池南中１年）
笹
ささ

原
はら

榛
はる

音
ね

（泗水小６年）

越
おお

猪
い

美
み

月
づき

（隈府小６年）
中
なか

田
た

陽
はる

菜
な

（隈府小５年）

習字部門

２次審査出品作品

ポスター部門

２次審査出品作品
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　明るい選挙啓発コンクールにたくさんの応募をいただきあ
りがとうございました。第１次審査を行い、次の作品を選考し
て第２次審査へ出品しました。第２次審査の結果発表は平成
31年1月予定です。

　皆さんの作品をとおして、選挙に関心を持ってもらうととも
に、明るい選挙の推進につなげていきます。
　第２次審査に出品しました作品は次のとおりです。（敬称略）
問選挙管理委員会　☎0968（25）7201

第２次審査出品作品を紹介します
2018 明るい選挙啓発作品コンクール

■９月22日　ボクシングフェザー級
森
もり

武
む さ し

蔵選手記者会見、後援会発足

　菊南温泉ユウベルホテルで、本市泗
水町出身のプロボクサー森武蔵選手が
WBOアジアパシフィック王座挑戦の
記者会見を開催。試合は11月25日㈰
に愛知県刈谷市で予定。会見後は後援
会設立記念パーティも行われました。

森選手は「この挑戦は通過点。11月にチャン
ピオンになるのは僕です」と語りました

■８月８日　菊池４Ｈクラブが講演
農業の先輩が菊農生にアドバイス

　若手農業者で結成している菊池４Ｈク
ラブが、菊池農業高校で出張講座を実
施。高校生による研究発表の後、同ク
ラブの井

いの

上
うえ

致
よし

伸
のぶ

さん（高柳）が「土を売
る」をテーマに講演。生徒は「将来に繋
がる話が聞けました」と振り返りました。

グループトークでは、高校生の進路や悩みな
どにクラブ員がアドバイスを送りました

■８月28日　「笑
わら

育
いく

」出前授業
お笑い芸人が小中学生に漫才指導

　旭志小と旭志中で、「セバスチャン」と
「じなんぼーいず」の２組による出前授
業が開催。笑いの仕組みを知り、芸人
の発想法や思考法を学ぶことで発想力
やコミュニケーション能力を身に付ける
ことを目指します。

恥ずかしがっていた児童たちも、芸人の指導
で徐々に自分を表現出来るようになりました

■８月16日　災害時相互応援協定　
古代山城のつながりが防災協定へ

　地震などの大規模災害時に相互協力
ができるよう、福岡県大野城市と協定
を締結しました。本市と大野城市はそ
れぞれ古代山城を有する共通点があり、
古代山城サミットやイベント参加時の
交流が災害時の連携につながりました。

井
いの

本
もと

宗
そう

司
じ

大野城市長㊨。熊本地震では大野
城市からの支援が大きな力になりました

■８月1２日　全国高等学校剣道大会
津

つ

野
の

愛
あい

梨
り

さんが全国大会優勝

　本市出身で中村学園女子高２年の津
野愛梨さん（正院町）が、三重県で開催
された第65回全国高等学校剣道大会
団体戦で優勝しました。津野さんは「来
年は最高学年なので、さらに頑張りたい」
と抱負を語りました。

優勝盾を持つ津野さん（前列右端）と中村学
園女子高校剣道部の皆さん

■９月８日　ロアッソ熊本タウンデイ
市民約100人が会場で応援

　えがお健康スタジアムにてサッカーJ
２リーグのロアッソ熊本VS大分トリニー
タの試合が行われました。この試合は

「菊池市タウンデイ」として、菊池市の
物産ブースなどが登場し、菊池市の食
材を使った商品が販売されました。

今後も市は県民運動推進本部と一体となっ
て、ロアッソ熊本を応援していきます

■９月15日　熊本県民体育祭
菊池郡市が剣道競技で7回目の優勝

　6月10日の郡市民体育祭で優勝した
菊池市チームを中心とした選抜選手で
臨みました。初戦から代表戦となる試
合でしたが、酷暑の中2ヶ月間におよぶ
厳しい練習の成果を十分に発揮して輝
かしい成績を収めました。

桐
きり

陽
よう

介
すけ

監督（亘）（後列右から３番目）や選手、
菊池郡市剣道連盟役員の皆さん

■９月８日　菊池剣道会
感謝を胸に奉仕活動クリーンデー

　日頃の支援の恩返しと郷土愛の育成
を目的に、市総合体育館周辺と城山公
園一帯で城山クリーン大作戦を行いま
した。当日はあいにくの雨でしたが、子
どもたちと保護者約40人が参加し、清
掃活動を行いました。

協力してごみ拾いをする参加者

■９月１３日 地区災害復旧に関する覚書
災害時のライフライン確保に向けて

　非常災害発生時のライフラインの早
期復旧を目的に、市と九州電力株式会
社大津配電事業所が締結しました。今
後は防災訓練や情報交換を重ね、災害
時に円滑な対応ができる体制づくりを
目指します。

山
やま

下
した

修
おさむ

九州電力株式会社大津配電事業所
長㊧、江

え

頭
がしら

実
みのる

市長㊨
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
https://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.55

◆
『
週
刊
現
代
』
は
、
発
行
部
数
約
50
万

部
、
日
本
第
２
位
の
週
刊
誌
で
す
。
そ
の
９

月
22
日
・
29
日
合
併
号
で
菊
池
市
の
特
集
が

組
ま
れ
ま
し
た
。
題
し
て
「
熊
本
・
菊
池　

食
の
楽
園
へ
よ
う
こ
そ
」。
菊
池
の
里
山
の

美
し
い
風
景
、
環
境
と
農
作
物
の
素
晴
ら
し

さ
、
生
産
者
の
方
々
の
熱
意
あ
る
取
り
組
み
、

若
手
シ
ェ
フ
た
ち
の
活
躍
な
ど
が
美
し
い
写

真
で
紹
介
さ
れ
、
菊
池
渓
谷
の
水
の
恵
み
で

締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
巻
頭
カ
ラ
ー
14

ペ
ー
ジ
の
大
特
集
に
よ
る
50
万
人
へ
の
宣
伝

効
果
は
絶
大
。
し
か
も
市
の
費
用
負
担
は
ゼ

ロ
。
も
ち
ろ
ん
偶
然
で
は
な
く
、
本
市
と
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
的
交
流
か
ら
ご
縁
を
深
め
た

記
者
が
「
グ
ル
メ
菊
池
」
に
惚
れ
込
ん
だ
結

果
で
す
。
◆
グ
ル
メ
に
は
人
を
虜
に
す
る
大

き
な
力
が
あ
り
ま
す
。
食
欲
は
人
間
の
根
源
。

加
え
て
、
生
活
が
豊
か
に
な
る
と
と
も
に
よ

り
お
い
し
い
も
の
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た

現
代
で
は
、
グ
ル
メ
は
旅
の
目
的
に
さ
え

な
っ
て
い
ま
す
。
◆
菊
池
の
強
み
を
生
か
し
、

食
（
＝
農
業
）
と
観
光
を
組
み
合
わ
せ
る
取

り
組
み
と
し
て
、
近
年
「
グ
ル
メ
菊
池
戦
略
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
農
産
物
だ
け
の
販

売
よ
り
も
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
し
、
観
光

客
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
◆
特

に
観
光
客
の
多
い
菊
池
渓
谷
へ
の
街
道
沿
い

や
温
泉
街
近
辺
に
グ
ル
メ
店
の
進
出
を
促
進

す
れ
ば
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
が
延
び
、
宿

泊
や
飲
食
な
ど
の
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
増
え
ま
す
。『
週
刊
現
代
』
で
の
高

評
価
は
、
私
た
ち
の
戦
略
に
大
き
な
自
信
と

後
押
し
を
与
え
る
嬉
し
い
通
信
簿
で
し
た
。

グルメ菊池戦略

11月23日
㈮㈷

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

栄町薬局 菊池市 0968（２３）００８６

11月25日
㈰

光進会クリニック（内・消内・小・皮） 大津町 096（294）8888

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

菊池中央病院（外） 菊池市 0968（25）3141

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

増永歯科医院 菊池市 0968(25）2285

そうごう薬局菊池店 菊池市 0968（２３）１３２１

12月2日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

郷胃腸科内科クリニック（胃・内・消・放） 菊池市 0968（38）2121

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

竹田津歯科医院 大津町 096(294）0787

12月9日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）２１９１

岩倉整形外科内科医院（整・形・リ・麻） 大津町 096（293）8888

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

たかやまデンタルクリニック 大津町 096（294）8020

11月3日
㈯㈷

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

11月4日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（２４８）５８００

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（２３２）７７１１

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

中村歯科医院 菊池市 0968(37)2300

七城中央薬局 菊池市 0968（25）5673

11月11日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

三隅内科医院（内） 合志市 096（248）6161

たがみクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（24）5353

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

緒方歯科医院 菊陽町 096（232)4315

きくちドライブスルー薬局 菊池市 0968（25）2223

11月18日
㈰

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

古賀眼科（眼） 大津町 096(293)1411

原田歯科医院 合志市 096（242）3285

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)3300でご確認ください。

釡
かま

希
の

々
の

花
か

ちゃん（○泗 田島団地） 野
の

中
なか

花
か

凛
りん

ちゃん（○菊 高野瀬）
2歳 H28年11月19日生まれ 2歳 H28年11月5日生まれ

藤
ふじ

本
もと

葵
あお

心
し

くん（○菊 野間口） 松
まつ

本
もと

悠
ゆう

誠
せい

くん（○菊 栄町）
2歳 H28年11月14日生まれ 3歳 H27年11月8日生まれ

笹
ささ

川
がわ

煌
こう

太
た

くん（○菊 深川） 宮
みや

本
もと

統
とう

士
し

朗
ろう

くん（○菊 玉祥寺）

1歳 H29年11月13日生まれ 2歳 H28年11月17日生まれ
立
たて

山
やま

晏
あん

梨
り

ちゃん（○菊 東原） 川
かわ

中
なか

　恋
れん

ちゃん（○菊 菊池松島）
2歳 H28年11月10日生まれ 2歳 H28年11月22日生まれ

宗
そう

あかりちゃん（○旭 妻越） 宮
みや

本
もと

流
るき

碧
あ

くん（○七 菰入）
3歳 H27年11月12日生まれ 1歳 H29年11月3日生まれ

津
つ

留
る

柚
ゆ

舞
ま

ちゃん（○菊 袈裟尾） 坂
さか

井
い

亜
あ

維
い

夢
む

くん（○七 上橋田）
3歳 H27年11月8日生まれ 2歳 H28年11月26日生まれ

中
なか

島
しま

柚
ゆず

妃
き

ちゃん（○菊 植古閑）
2歳 H28年11月27日生まれ

竹
たけ

下
した

陽
ひ

梛
な

ちゃん（○菊 雪野）
3歳 H27年11月4日生まれ

後
ご

藤
とう

悠
ゆう

斗
と

くん（○旭 川辺南団地）

1歳 H29年11月15日生まれ
谷
たに

田
だ

椋
りょう

平
へい

くん（○旭 湯舟）
2歳 H28年11月20日生まれ

菊
きく

野
の

翔
しょう

太
た

郎
ろう

くん（○菊 正院町）

3歳 H27年11月12日生まれ
山
やま

本
もと

璃
り

紅
く

くん（○菊 高野瀬）
2歳 H28年11月1日生まれ

有
あり

田
た

明
あき

峰
みね

くん（○菊 上西寺）
1歳 H29年11月22日生まれ

水
みず

上
かみ

樹
みき

乃
の

ちゃん（○旭 津留）
3歳 H27年11月14日生まれ

大
おお

野
の

　博
はく

くん（○菊 北宮）
3歳 H27年11月24日生まれ

草
くさ

野
の

星
せ

七
な

ちゃん（○菊 袈裟尾）
2歳 H28年11月22日生まれ

栄
さかえ

　杏
あん

樹
じゅ

ちゃん（○七 下橋田） 栄
さかえ

　彬
あき　と

仁くん（○七 下橋田）
3歳 H27年11月19日生まれ 1歳 H29年11月1日生まれ

平
成
30
年
12
月
中
に
誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
市
長
公
室
広
報
交
流
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

専用フォーム
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